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緒言 
人々の生活と衣料や繊維関連製品とは深い繋がりがあり，切り離して語ることはできない。人間の長
い進化の歴史の中で，祖先は様々な素材から糸を作り，それらを紡ぐことで衣服を創り出して寒暖や風
雨をはじめとした多くの外的刺激から身を守る道具としてきた。衣服は常に身に纏うために，合目的な
デザインが必然的に加味され，多様な衣装が作り出されるに至っている。先人達は手作りで，皮革，糸，
織物，そして衣装などの衣料品を作ってきたが，19世紀のヨーロッパにおける産業革命を契機に，工業
生産としての繊維産業が勃興し，産業としてのアパレル製品（既製服）作りがヨーロッパで開始された[1, 
2]。日本におけるアパレル産業の勃興は明治以降であるが，その主流は着物であり，既製服製造は警察官
服や軍服など官需衣料産業に殆ど限定されていた。本格的なアパレル産業の立ち上がりは，戦後の 1960
年代からであり，高度成長期の消費者の所得向上，ファッション意識の芽生えと繊維産業の高度な発展
などが本格的なアパレル産業の発展を大きく支えた。1960年代の高度経済成長期では，消費者の経済的
な余裕から繊維製品により強くファッション性が求められ，アパレル製品が私たちの生活に潤いを与え
ている。日本の繊維産業は，繊維製品の輸出によって戦後の復興に大いに貢献し，やがて成熟期を迎え
て生産規模が増大したが，インフラの高騰によるコスト高騰を回避するために新たな生産基地を求めて
中国などの近隣諸国に進出するようになり，現在に至っている[3-11]。 
日本では，地場産業が絹織物，綿織物や毛織物などを扱い，古くから地域経済の担い手として重要な
役割を果たしてきた[12]。以下にまとめているように，日本には様々な繊維素材に特化した繊維産地が数
多くあり，多様な繊維製品を創り出す素地が整っている。しかし，最近の地場産業を取り巻く環境は非
常に厳しく，消費者ニーズの多様化や海外からの安価な製品の大量輸入などが他の産地との競合を激化
させている。このような厳しい状況下で，産地企業は地域の特色を生かした新商品開発に積極的に取り
組み始めている。これまでは，産地企業では商社などからの依頼賃加工が中心であり，アパレルメーカ
ーとの距離が遠いために，消費者ニーズを直接入手し難い傾向にあった。近年では，直接販売の機会を
増やすことで，各種展示会などに出展したり，メーカーに直接出向き素材プレゼンテーションなどを実
施したりする企業も出てきている。また，IT 技術の発達によって，市場への距離的ハンディーキャップ
がなくなり，ニーズの把握や市場動向の分析などが地方にいても可能になってきており，新たな製品価
値の創造により大きな比重が求められている。メーカーにおいても，産地企業からの様々なプレゼンテ
ーションを受けて，その内容を検討することによってより高い価値を見出す傾向が加速している。 
 
山形県：米沢織物産地，鶴岡シルク産地 
新潟県：新潟織物産地，栃尾織物産地，十日町織物産地，五泉織物産地 
富山県：城端織物産地 
群馬県：桐生織物産地，伊勢崎織物産地 
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石川県：織物産地，撚糸産地，染色産地 
静岡県：遠州織物産地，天龍社織物産地（別珍，コール天） 
愛知県：三河織物産地，知多織物産地，三州織物産地，尾西毛織物産地  
福井県：絹織物産地，染色産地 
滋賀県：高島織物産地（クレープ） 
京都府：西陣織物，丹後ちりめん産地 
大阪府：泉州織物産地，大阪南部産地（タオル等），近畿毛布産地 
兵庫県：播州織物産地（先染め織物） 
岡山県：岡山織物産地（ジーンズ，厚手綿織物） 
 
岡山の繊維産業やアパレル産業を考えると，倉敷は繊維素材として伝統のある帆布の生産地であり，
児島はジーンズの一大産地である。このように，古くから岡山は織物産地であり，地場産業とそれに関
連する周辺産業が岡山の発展に貢献してきた[13-20]。岡山県の繊維産業は，江戸時代の綿花栽培をルーツ
とし，綿花栽培，紡績業，綿織物，真田紐，足袋へと移行する中で有形無形のノウハウを積み重ねてき
た。このように，多様な技術が伝承される中で，小倉織などの原材料の存在，足袋の裁断・縫製技術，生
産設備の応用，紐，織物，ならびに足袋などの全国販売網の活用などを背景として，児島地域の学生服
生産が誕生し，発展してきた。1962年頃をピークに小学校の自由服装化，学生数の頭打ち傾向などから
需要が減り始め，さらに，団塊の世代が高校を卒業する 1968年頃から学生服メーカーの競合が激化する
中で，生産力，販売力，技術力，品質の向上が進むことで，全国的に強靭な産業に成長した。一方，ジー
ンズについては，岡山の伝統的な繊維産業の流れとは異なって新しく持ち込まれたものであり，アメリ
カから輸入される中古ジーンズをモデルに，同様な製品を作製しようとしてジーンズ産業が産み出され
た。ジーンズ製造は，芯白糸のデニム生地，縫い糸，ファスナー，ボタンなどの付属材料をはじめ，厚手
のデニムを縫えるミシン設備や製品の販売網もないところからのスタートであった。1965年に，アメリ
カのデニム生地を使用したジーンズが初めて日本で作られたが，生地だけでなくボタンなど付属材料の
ほとんどがアメリカ製であった。やがて，純国産ジーンズが作られるようになるのに伴い，素材，付属
材料，洗い加工などのジーンズ周辺業種が新しく立ち上がった。これら関連業種は，新しい繊維産業分
野として，岡山県の繊維産業の発展拡大に大きく貢献している。ジーンズは，岡山に新しい繊維産業を
持ち込み，さらにジーンズ洗い加工業など新しい業種を産み出し，産地の活性化に繋がっている。真田
紐の伝統は，児島唐琴地域を中心に畳縁などを生産する細幅織物業界に引き継がれ，また，綿織物の伝
統は，帆布やデニムを通して引き継がれ，国内外で高い評価を得ている。 
ワーキング・ユニフォームも学生服，ジーンズと並ぶ岡山県の主要繊維製品となっている。岡山県の
ワーキング・ユニフォーム業界には，大規模な総合メーカーは存在しないが，産業構造の変化や業種別
就業者数の動向をみながら，用途別や業種別に製品分野を絞り込むとともに，カジュアルタイプの開発
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など，産地の特性を生かした特徴ある製品開発を進めており，小回りを利かせながら独自性を発揮する
企業が多い。数多いワーキング・ユニフォームの中で，介護施設向けユニフォーム，カジュアルワーキ
ングならびにサービス向けワーキング・ユニフォーム分野への将来的な期待は高く，また，レディスス
ーツ（女子ユニフォーム），男女ペアユニフォーム，ソフトワーキングウェア（サービス産業向けユニフ
ォーム），介護施設向けユニフォームが好調な製品分野として挙げられる。岡山県のワーキング・ユニフ
ォーム業界は市場動向を先取りしながら業種別や職種別に様々な製品を生産している。以上のように，
岡山の繊維産業は，江戸時代からの伝統とジーンズに代表される革新的な繊維産業が融合することで産
地を形成しており，規制の中で着用される学生服に代表される制服から規制のない自由な服装の代表ア
イテムであるジーンズまでと製品群の幅は広いと言える。 
冒頭で述べたように，繊維産業界では，グローバル化によって製品の低価格化競争が熾烈化している。
このような状況の中で，日本繊維産業としては，時代背景に沿って，より高付加価値で高品質な製品を
タイムリーに開発できるかが生き残るために重要となる。そのためには，消費者の潜在ニーズをこれま
で以上に的確に把握し，繊維製品に反映させることが必要となる。アパレル産業界においても，当然な
がら全体的に低コスト化が広がっており，廉価で価値のあるものを買うことが，現在の消費者の一般的
な購買行動である[21, 22]。以前は，安価な製品は低品質である場合が多く，高価であっても高品質な商品
を購入して長く使用するという認識があったが，現在では縫製技術や繊維品質の向上に伴い，高品質で
廉価な製品が多数作られるようになってきた。長持ちするだけではなく，機能性やデザイン性に優れた
製品も多く，必ずしも高価格な製品を購入する必要がないと考えられる[21]。ファストファッションでは，
流行を採り入れた衣料品を低価格，かつ短サイクルで生産し，世界のマーケットを対象に販売している。
このファストファッションの企業活動によって，低価格で衣服が入手できるようになったためにアパレ
ル市場における価格競争が激化している。1着あたりのコストを下げるため，メーカーは大量生産を指向
する傾向にあり，それに伴って余剰在庫が発生しやすくなった。アパレル業界はブランド価値が重視さ
れる業界であり，自社製品の再流通ではブランド価値の毀損が懸念される。 
アパレル製品には，トレンドという消費期限が存在する。値引き販売をしても残ってしまった在庫製
品を販売し続けることは難しく，最終的には廃棄されることが多い。アパレル業界が売れ残った新品の
衣料品を大量に廃棄している実情が明らかになり，消費者からの批判が高まっている。売れ残る衣類は
10億点を超え，全世界でのアパレル製品の廃棄量は年間8000万トン以上になるといわれている。日本だ
けでも廃棄量は推定年100万トンに近く，その多くが焼却処分されている[23]。廃棄焼却処分で発生する二
酸化炭素は，地球温暖化などの環境問題を加速させる要因となる。日本のみならず世界中で二酸化炭素
発生抑制への働きかけが活発におこなわれており，解決すべき喫緊の環境課題である[24]。衣料の廃棄量
が年々増加しつづけるアパレル業界は，環境に配慮した持続的循環型社会の動きとは真逆を進んでいる
とも言える。現在ではリサイクルを義務化した数多くの法律が施行されている中で，繊維製品に関して
は未だに法整備がなされていない。回収された衣類廃棄物の大半は中古衣料，反毛およびウエスとして
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リサイクルされているが，繊維製品の多様性によってそのリサイクル率は20%程度に留まっている[25-30]。
2015年に国連により持続可能な開発目標（SDGs）が掲げられ，貧困に終止符を打ち，地球環境を
保護し，すべての人が平和と豊かさを享受できることを目指した普遍的かつ不可逆的な行動を提
唱した[31-36]。SDGs達成にアパレル産業の果たすべき役割は大きい。衣類のリユースやリサイク
ルを推進することは言うまでもない。最も重要なことは，アパレル製品の製品寿命を延ばすこと
である。消費者に亘ってから廃棄されるまでの期間が延びると，市場に出回るアパレル製品の総
量を減量することができ，廃棄量の減量に繋がる。このことによって，エネルギーを含めて廃棄
処分への環境負担を減らすことができる。加えて，アパレル製品のリユースやリサイクルへの負
担も減らすことができる。私たちが目指している社会における“持続可能性”を物質の面から考
えると，石油や石炭などに代表される非再生資源を使用せずにバイオマスのような再生資源を用
いることと，廃棄物の社会的蓄積を回避することに尽きる。前述したように，アパレル製品は機
能や性能に加えてファッション性が重視されており，このファッション性の寿命が製品寿命に大
きく影響を及ぼしている。ファッション性がそれほど製品寿命に影響を及ぼさない工業製品など
とは状況が非常に異なっている。アパレル製品においては，流行というファッション性のみに左
右されることなく，機能や性能も加味して製品寿命が決定されることが製品寿命を延ばすことに
繋がる。機能や性能がファッション性と連動して認識されるようにするには，これらを感性工学
的価値観に基づいて設計する必要がある。このように感性工学的観点から機能や性能を含めて製
品設計を行い，その価値観を基に製造者と販売側だけでなく消費者もアパレル製品に対する適正な価
格を見つめ直していくことで，アパレル製品においても持続可能な社会形成へ貢献できるかと考えられ
る。最近では，ファッション性と連動して新しい機能を価値として付加する新しいアパレル製品の開発
が行われ始めている。例えば，トータルヘルスへの関心の高さから，良質な健康を維持管理するための
機能を有するスマートテキスタイが開発されつつある[37-42]。ファッション性と相まって新しい機能性ア
パレル製品や新産業分野の出現が期待される[43]。そのためには，繊維製品の廃棄行動へと向かわせてい
る顕在化したニーズに基づいた流行だけに偏りがちな繊維製品のデザインを，消費者の潜在的なニーズ
をより反映させたデザインとし，新たな視点から繊維製品を提供することが重要である。そのためには，
素材特性，製品機能，ならびに製品の装着感といった感性などの多角的な視点から製品デザインを見直
す必要があり，そのためにはそれぞれの要素に対する消費者の潜在的なニーズの把握が重要になってく
る。 
そこで本学位論文では，素材特性，製品機能，ならびに製品の装着感といった感性に関する消費者の
意識調査を行い，潜在的なニーズを掘り起こすことで新しい切り口での衣服や繊維製品のデザインへと
反映させることを目的とした。本論文は 3 章からなり、まず第 1 章では，素材に対する意識を把握する
ことを目指して，岡山県の特徴的繊維素材である倉敷帆布を研究対象とし，帆布に対する潜在的意識調
査を行うことにより素材に対する潜在ニーズに合致した新たな製品デザインを提案する。第 2 章では，
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岡山県の重要な地場産業である制服の中でも社会的な問題である介護環境の改善につなげるべく，介護
用ユニフォームを研究対象として製品機能を中心に介護従事者の意識調査を行い，理想とするデザイン
を明らかにする。そして，第 3 章では，繊維製品にとっての生命線である製品の装着感及び着装行動を
研究対象とし，女性を対象として体型や身体的特徴と着装行動に関する意識調査を行い，感性工学的な
視点から繊維製品に対する潜在ニーズを明らかにする。 
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第 1 章 倉敷帆布に関する意識調査とデザイン提案 
1．緒言 
帆布は，縦糸と横糸ともに 10番手よりも太い単糸の撚り合わせた綿糸または麻糸を用いて織った重さ
が平方ヤード(91.5cm)あたり 8オンス(約 227g)以上の平織りの厚い織物であり，帆布の厚さは合わせる糸
の本数と撚り合わせる密度によって決まる[1]。合糸と撚糸を行っている工場の様子と織られた帆布生地
を Fig. 1-1 に示した。撚り合わせた糸の組み合わせにより厚さが 1号から 11号まで定められており，号
数が小さいほど厚手となる。天然素材だけで作られているために耐久性や通気性に優れているという特
徴がある[1-3]。 
 
  
 
 
 
厚さによって撚る本数から通す糸の数まで JIS 規格で定められていたが，1997 年に帆布の JIS 規格が廃
止された。帆布はキャンバスとも呼ばれ[4]，体操マットや跳び箱の天布，通学用の鞄，着物用の衿芯や帯
芯，相撲のまわし，油絵用のキャンバス，テントの幕や建築用材料など身近な材料として広く使われて
いる。合成繊維が出てくるまでは帆布が最も強度が強い織物であり，耐久性や通気性に加えて防水性に
も優れて，独特な風合いを持つ天然素材ならではの経年変化を味わえる織物であった[1-3, 5, 6]。 
岡山県倉敷市は繊維産業の盛んな町であり，学生服やデニムなどで日本国内のトップシェアを誇る。
かつては全国に多く存在していた帆布工場が閉鎖され，帆布として現存するのは倉敷帆布のほかは京都
の一澤帆布[7]と尾道の尾道帆布ぐらいである。現在では国産帆布の約 7 割を岡山県倉敷市児島地区で生
産している。倉敷帆布は，綿帆布生地及び帆布製品の企業ブランド名であるが，日本の産業や生活を支
えてきた実績と品質の高さに対する証として使用されている。岡山県倉敷市児島地区で帆布づくりが発
Fig.1-1 Pictures of (a) (b) Kurashiki canvas fabrics, and process to (c)combine several yarns, (d) twist 
several yarns, and (e) weave fabric with a machine 
(a) 
(b) 
(c) 
(d) (e) 
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展した主な理由として，海を埋め立てた新田で良質な綿を栽培していたことや真田紐や小倉帯などによ
って糸を撚り合せる技術が磨かれていたことが挙げられる[4]。大正時代に入るとこの地区に多数の帆布
工場が建設され，学生カバンや職人の道具袋などの生活用品，また，貨物列車のシートやテントなどの
産業用品として日本の成長を支えてきた。その後，経済の盛衰とともに多くの地で帆布産業もめまぐる
しい変遷を遂げたが，倉敷帆布はその品質の高さから生き残ることができた。しかし，1993年以降に海
外からの安価な綿織物が大量に輸入され，日本で流通する帆布のほとんどが海外製品に取って代わられ
た。現在国内で最も多く帆布を生産している岡山県倉敷産地でも厳しい状況には変わりなく，生産量も
1980 年代のピーク時の 10 分の 1 近くにまで減少している。産業資材としての帆布においても，日本国
内の全生産高は，中国の民間企業 1社が製造する量の10分の 1にも及ばず，衰退の一途をたどっている
[4, 6]。 
以上のように，倉敷帆布は海外からの安価な綿織物の大量輸入によって衰退の一途をたどる中で，機
能性やデザイン性を向上させて製品の種類を増やすことで，現代のニーズに対応した製品を提供し続け
てきた。先行研究として大阪大学経済学部中川功一ゼミ論文「倉敷帆布における新ブランドの提案」[6]や
HITOMI ITO 氏の「倉敷帆布」の記事[4] から倉敷帆布の歴史や現在抱えている問題や課題を認識した。
しかし，これらのニーズに対する倉敷帆布が抱えている問題である旧型のシャトル織機の老朽化と職人
の高齢化に伴い倉敷帆布は生地本体にコストがかかり，生産量も限られている。また商品展開も輸入製
品の安い価格で類似した商品が次々と販売され差別化が難しいという課題の指摘もあり [4,6]，その解決が
急務である。そこで本研究では，倉敷帆布に関する意識調査を行い，倉敷帆布に対する認知度やイメー
ジを明らかにするとともに，分析結果から求められている帆布製品像を考察する。さらに，分析結果に
基づいて倉敷帆布の特徴を生かした製品について考察し，倉敷帆布製品の新しいデザインを提案する。 
 
2. 研究方法 
2.1. 調査方法 
倉敷帆布のデザイン提案を目的とし，帆布生地や倉敷帆布の製品に対するイメージや適した色や柄，
ならびに購買意識に関してアンケート調査を実施した。調査にあたり，購入・使用者と未購入・使用者
との間に満足度やイメージに相違があるという仮説を立てた[8-13]。 
学生を対象にした予備調査を行った後，本調査を 2017 年 2 月 10 日から 2017 年 8 月 30 日にわたって
実施した。アンケートの内容は，倉敷帆布の認知度や評価，イメージ，色，ならびに柄についてである。
アンケート用紙をFig.1-2に示す。調査は，購入・使用者と未購入・未使用者を分けるために，倉敷帆布
店舗客 200 名，帆布製造従事者 27 人，服飾関係専攻の学生 150 人，服飾関連専攻以外の学生 20 人，会
社員 30人の合計 427人を対象に行った。倉敷帆布店舗客に関しては，購買行動を把握するために店舗に
てアンケート調査を実施した。有効回答数は倉敷帆布店舗客 174，帆布製造従事者 27，服飾関係専攻の
学生は 146，服飾関連専攻以外の学生は 19で学生は全体で 165，会社員 23であった。全体の有効回答数
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は 389 で，回答率は 91.1％であった。なお，帆布製造従業員と会社員の数が少ないので，以降の分析結
果は参考数値となる。 
 
2.2．デザイン提案 
倉敷帆布の意識調査から分析及び考察し，調査仮説の検証結果を踏まえて，デザイン提案のコンセプ
ト策定を行った後にデザイン提案をし，製品を試作した。 
 
3. 結果及び考察 
3.1. 基本属性の分類 
性別，年齢，ならびに消費者群と生産者群とで結果を比較するため，属性で 4 つに分類した。各属性
の内訳は，「帆布店舗客」，「帆布製造従業員」，「学生」，ならびに「会社員」である。Table 1-1は，属性の
(a)性別，(b)年齢の人数と割合を表している。Fig. 1-3 は，帆布店舗客の属性及び勤務形態の内訳を表して
いる。帆布店舗客では 40～30歳代の女性が多く，帆布製造従業員では 20～40歳代の女性，学生では 10
～20歳代の女性，会社員では 50～60歳代の男性の割合が多いことがわかった。これを踏まえ，各々の属
性の傾向を以下に比較した。 
 
 
Fig. 1-2 Survey questionnaire 
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3.2. 調査結果 
3.2.1. 倉敷帆布の認知度 
倉敷帆布を知っていたかという質問に対する結果を Fig. 1-4 に示す。帆布店舗客では 82.2％，会社員
では 72.7％が知っていると回答し，比較的認知度は高いと言える。学生では 52.1％が知っているとの回
Table 1-1 Data attributes of this survey; valid respondents (number) and percentage (%) of 
(a) gender and (b) age 
(a) Gender  
customers employee students businessmen total 
man 49 (28.2%) 7 (25.9%) 21 (1.7%) 20 (87.0%) 97 
woman 125 (71.8%) 20 (74.1%) 144 (87.3%) 3 (13.0%) 292 
total 174 27 165 23 389 
(b) Age 
 customers employee students businessmen total 
10's 17 (9.8%) 0 (0%) 96 (58.2%) 0 (0%) 113 
20's 29 (16.7%) 3 (11.1%) 68 (41.2%) 0 (0%) 100 
30's 35 (20.1%)  9 (33.3%) 0 (0%) 0 (0%) 44 
40's 40 (23.0%) 9 (33.3%) 0 (0%) 3 (13.0%) 52 
50's 29 (16.7%) 2 (7.4%) 0 (0%) 16 (69.6%) 47 
60's 19 (10.9%) 3 (11.1%) 0 (0%) 4 (17.4%) 26 
over 70s 3 (1.7%) 1 (3.7%) 0 (0%) 0 (0%) 4 
unidentified 2(1.1%) 0 (0%) 1(0.6%) 0 (0%) 3 
total 174 27 165 23 389 
Fig. 1-3 Data attributes of this survey; occupation (customers) 
21%
23%
5%17%
11%
17%
3%3%N=150
student employee self employed
civil servant part time job housewife
retirement other
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答であった。10～20歳代の学生にはそれほど知られていないことが明らかになった。倉敷帆布を何から
見聞きして知ったかという質問に対する複数回答の結果を Fig. 1-5 に示す。複数回答総数は 338 であっ
た。帆布店舗客では「知人」から聞いたという人が 39人と最も多く，次に多かったのが「インターネッ
ト」で 34人であった。これらは口コミ情報と考えられる。帆布製造従業員でも「知人」が最も多く 13人
であった。学生では「学校の先生」から聞いたという回答が 21 人と最も多く，次に「インターネット」
が 19人であった。インターネットは現代の若者らしい手段と考えられる。会社員では「テレビ」で知っ
たという人が 6人と最も多かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
82.2%
100.0%
52.1%
72.7%
17.8%
47.9%
27.3%
customers
employee
students
businessmen
yes no
(%)
0 10020 6040 80
N=367 
Fig. 1-4 Respondents for awareness of Kurashiki canvas 
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Fig. 1-5 Respondents for reviews of Kurashiki canvas. MA sands for multiple answers 
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3.2.2. 倉敷帆布のイメージ 
倉敷帆布製品のデザインについてどう思うかという質問に対する複数回答の結果を Fig. 1-6に示す。回
答総数は 752 であった。帆布店舗客では「シンプル」が 112 人と最も多かった。次に多かったのは「お
しゃれ」が 53人で，「カジュアル(気楽な)」と「自然(人工的ではない)」が 51人であった。帆布製造従業
員では「シンプル」が 15 人と最も多く，次に「カジュアル」が 9 人，「自然」が 5 人であった。学生で
は「シンプル」が 94人で最も多く，次に「カジュアル」が 43人，「自然」と「上品」が 30人であった。
会社員では「シンプル」が14人と最も多く，次いで「カジュアル」が 11人，「自然」と「実用的」が 10
人であった。全体を通して「シンプル」，「カジュアル」，ならびに「自然」が上位を占める結果となり，
各属性で差は見られなかった。この結果より，倉敷帆布製品のデザインイメージはシンプルかつカジュ
アルで自然であるということがわかった。 
倉敷帆布に対するイメージを帆布店舗客，帆布製造従業員，学生，会社員を対象に段階評価の SD法を
使用し 5段階で評価してもらった。その結果をFig. 1-7のイメージプロフィールに示す。帆布店舗客では
「頑丈」なイメージが最も強く，次は「品質が良い」で，次いで「シンプル」であった。帆布製造従業員
では「風合いが良い」のイメージが最も強く，次いで「品質が良い」，「頑丈」が同程度であった。学生で
は「品質が良い」のイメージが最も強く，次いで「頑丈」，「伝統的」，「風合いが良い」が同程度であっ
た。会社員では「頑丈」なイメージが最も強く，次いで「シンプル」と「実用的」が同程度であった。各
属性でほぼ同じ傾向であったことから，倉敷帆布は頑丈でシンプルで品質や風合いが良いというイメー
ジであり，倉敷帆布の特徴が広く認知されていることが明らかになった。 
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Fig. 1-6 Respondents for design image of Kurashiki canvas products. MA stands for multiple answers 
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3.2.3. 購入・使用について 
倉敷帆布製品を購入・使用したことがあるかという質問に対する回答結果をFig. 1-8 (a)に示す。帆布店
舗客は 51.4％が購入・使用したことがあると回答したが，学生は 16.3％，会社員は 5.9％に留まり，帆布
店舗客や帆布製造従業員に比べて低かった。次に，倉敷帆布製品を購入・使用したことがあると回答し
た人を対象に，購入目的を質問した。回答結果をFig. 1-8 (b)に示す。帆布店舗客では「自分用」が 84.0%
と最も多く，帆布製造従業員や会社員でも同様に「自分用」が多く，ほとんどの人が「自分用」として倉
敷帆布製品を購入していた。学生では「自分用」と同じく「その他」が 40.0％であった。「その他」に関
しては家族と共用で使用しているとの回答もあった。今後も購入したいかという質問に対する回答結果 
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Fig. 1-8 Respondents for (a) purchase and use experience of Kurashiki canvas products, and (b) 
purpose of purchase (respondents from the answer “Yes” in (a)) 
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を Fig. 1-9 (a)に示す。帆布店舗客は 99.3％，帆布製造従業員は 95.7％が購入したいと回答したが，学生は
60.8％，会社員は 61.5％に留まった。今後購入したいと思う理由に関する複数回答を Fig. 1-9(b)にまとめ
た。回答総数は 397であった。帆布店舗客では「品質が良いから」が 96人と最も高く，次に多かったの
が「丈夫だから」が 64 人であった。帆布製造従業員では「丈夫だから」が 16 人，次いで「品質が良い
から」が 7人であった。学生は「品質が良いから」が25人と最も多く，次に「デザインが良いから」が
13人，会社員では「品質が良いから」と「丈夫だから」が 5人であった。属性ごとで比較しても大きな
差はなく，今後購入したい理由は「品質が良いから」と「丈夫だから」であることがわかった。全体では
今後購入したいと考える人の割合が多いが，個別で見ると帆布店舗客や帆布製造従業員と比べて学生と
会社員の割合は低いことがわかった。倉敷帆布のことを丈夫で品質が良いと評価しているにもかかわら
ず，今後購入したいと思うに至らない原因の一つとして，学生や会社員はFig.1-4の認知度や，Fig. 1-8の
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Fig. 1-9 Respondents for (a) the question “do you purchase Kurashiki canvas products next time?” and (b) the 
reason of (a)  
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購入・使用経験の割合が低いことから，実物を実際に見たことがあるか否かの差であると考えられる。 
 
3.2.4. 倉敷帆布製品の満足度 
倉敷帆布製品の購入・使用をしたことがある人 108 人を対象に，倉敷帆布製品を使用した際の満足度
を満足・少し満足・普通・少し不満・不満の 5段階評価で調査した。その結果をFig. 1-10 (a)に示す。帆
布製造従業員では 56.5％が「満足」，26.1％が「少し満足」と回答し，学生では 61.5％が「満足」，38.5％
が「少し満足」と回答した。また，Fig. 1-10 (b)は満足度が高い理由を複数回答で示す。回答総数は 183で
あった。帆布店舗客では「品質が良いから」が 45人と最も多く，次に「丈夫だから」が 29人，「使いや
すいから」が 24 人であった。帆布製造従業員では「品質が良いから」が 11 人と最も多く，次に「丈夫
だから」が 10 人，「使いやすいから」が 8 人であった。学生では「品質が良いから」と「丈夫だから」
が 7 人と多く，次に「デザインが良いから」が 4 人であった。会社員では「品質が良いから」，「丈夫だ
から」と，また「価格が高い」が各 1 人であった。このように倉敷帆布製品の評価は大変高く，全体で
見ても購入・使用経験のある人の約 95％が「満足」「少し満足」と回答した。理由として「品質が良いか
ら」，「丈夫だから」，「使いやすいから」が上位を占めた。倉敷帆布を実際に使用したことがある人々の
満足度は高く，倉敷帆布の良さは製品に触れた人々に十分伝わっていると言え，伝承価値のある素材で
あることが明らかになった。 
 
3.2.5. 帆布生地の色や柄と製品について 
好ましい倉敷帆布生地の色に関する複数回答の調査結果を Fig. 1-11 (a)に示す。回答総数は 751であっ
た。帆布店舗客では，最も多かったのは「赤」が最も多く，次に「青」，そして「白」であった。学生で
は，最も多かったのは「白」で，次に「黒」，「赤」であった。倉敷帆布に適していると思われている柄に
関する複数回答の調査結果を Fig. 1-11(b)に示す。回答総数は 803 であった。帆布店舗客では「シンプル
(単純)な柄」で最も多く，次に多かったのは「ストライプ(縦縞)」で，さらに「ボーダー(横縞)」も人気が
あった。学生では，最も多かったのは「和風な柄」で，次に「シンプルな柄」が続き，「水玉模様」，「ス
トライプ」，「落ち着いた柄」などにも人気があった。全体では「シンプルな柄」や「ストライプ」が支持
される結果となったが，学生に限り「和風な柄」が支持された。色と柄についてまとめると，色は赤，
白，青に人気があり，シンプルかつ単純な柄の帆布生地が求められている。学生のような若い女性には
帆布に適した柄として和風な柄に需要があることがわかった。帆布製品の人気の商品（複数回答）につ
いて Fig. 1-11 (c)に示す。回答総数は 826であった。倉敷帆布店舗客と学生では，最も多かったのが「カ
バン」で，次に多かったのは「ポーチ」であった。全体を通して「カバン」や「ポーチ」が人気の上位を
占めた。倉敷帆布の丈夫さと品質の良さはカバンやポーチといったアイテムと相性が良いためと考えら
れる。 
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Fig. 1-10 Respondents for (a) satisfaction with Kurashiki canvas products and (b) reason for the satisfaction  
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Fig. 1-11 Respondents for (a) popular canvas fabric color, (b) pattern suitable for canvas and (c) popular canvas 
products. MA stands for multiple answers. 
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Fig. 1-12 Scatter plot of principal component analysis of canvas image (first and second principal component) 
 
Fig. 1-13 Scatter plot of factor analysis of canvas image (Factor 1 and Factor 2) 
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3.2.6. 倉敷帆布のイメージ分析 
主成分分析では、測定変数をもとに分散を最大にする合成変数を求めることができるので、倉敷帆布
のイメージを主成分分析することにより総合的なイメージの特徴を明確にすることができると考えた。
分析に用いたソフトはエクセルVBA 解析ソフトを使用した。 
倉敷帆布のイメージについて主成分分析を行ったところ、第 1 主成分と第 2 主成分の寄与率はそれ程
高くはないが、第 3主成分以降は 10％以下であった。Fig.1-12は主成分分析結果を散布図として示した。
Fig.1-12は第 1主成分を横軸に取り、第 2主成分を縦軸に取っている。第 1主成分の主成分得点の高い形
容詞は「おしゃれ」、「温かみ」、「爽やか」、「風合い」、「品質がいい」なので第 1主成分は「品質の良さ」
と解釈した。第 2主成分の得点の高い形容詞は「カジュアル」、「かたい」、「シンプル」、「自然」、「頑丈」
なので第 2主成分は「カジュアルさ」と解釈した。以上の結果から主成分軸の解釈は、第 1主成分は「感
性軸」、第 2主成分は「丈夫でシンプル軸」とした。 
主成分分析は測定変数（データ）を積み上げるのに対して、因子分析は測定変数を分解するという対
照的な考えである。因子分析で重要なのは潜在変数で、測定変数の背後に潜んでいると想定される仮設
的な変数を求める[12-14]。よって倉敷帆布のイメージの潜在的な要素や良さを抽出することが可能となる。
バリマックス回転後の因子分析結果について、帆布イメージの因子 1 と因子 2 を散布図として Fig.1-13
に示した。因子 1の因子負荷量が高いのは、自然、実用的、頑丈、シンプル、カジュアルなので、「ナチ
ュアルさ」と考えられ、因子 2の因子負荷量が大きいのは、おしゃれ、上品、高級感で、「品の良さ」と
考えられる。 
本研究の調査仮説を検証するために，購入・使用者と未購入・未使用者に分けて因子分析を行った。相
関行列の固有値の最大値からの減衰を検討し，潜在因子が二つと仮定し，各項目の因子負荷量が 0.4以下
で共通性も 0.3 以下の項目を外して因子 2 までを算出した。バリマックス回転の抽出法は主因子法で回
転後の因子分析結果について，倉敷帆布のイメージの因子 1と因子 2を購入・使用者（N=78人）と未購
入・未使用者（N=92人）に分けてTable 1-2に示した。 
(a)の購入者の場合，回転前後の各因子の寄与率の変化は，因子 1（24.81から 18.05）， 因子 2（8.95か
ら 15.70）と変化した。因子 1 と 因子 2 の寄与率の値が近づいたので，回転の効果はあった。因子 1 と
因子 2の累積寄与率は 33.75である。購入・使用者の因子 1の因子負荷量が大きい要素は「頑丈」，「品質
の良さ」なので丈夫さなど品質の良さを実感している実用性軸と解釈した。因子 2 の因子負荷量が大き
い要素は「上品」，「高級感」，「おしゃれ」などビジュアル的な感性軸と解釈した。(b)の未購入者の場合，
回転前後の各因子の寄与率の変化は，因子 1（19.79 から 18.74）， 因子 2（9.37 から 10.41）と変化し，
多少の回転効果はあった。因子 1と因子 2の累積寄与率は 29.15である。未購入・未使用者の因子 1の因
子負荷量の大きい要素は，購入・使用者の因子 2 の要素である「高級感」，「おしゃれ」，「上品」の因子
負荷量が大きく，感性軸と言え，因子 2 は「自然」，「実用的」，「シンプル」の因子負荷量が大きいので
実用性軸と解釈した。 
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Table 1-2 Factor analysis of canvas image; (a) Purchased & used and (b) Not purchase & not use 
 
(a) Purchased & used (N=78) 
Factor loading Factor 1 Factor 2 Commonality 
sturdy ⇔ fragile 0.750 -0.024 0.563 
high quality ⇔ low quality 0.687 -0.284 0.553 
nature ⇔ artificial 0.647 -0.175 0.449 
simple ⇔ complex 0.580 -0.125 0.352 
comfortable ⇔ uncomfortable 0.533 -0.317 0.384 
elegance ⇔ vulgarity  0.166 -0.753 0.595 
luxury ⇔ cheap 0.135 -0.730 0.552 
fashionable ⇔ not fashionable 0.309 -0.704 0.591 
warm ⇔ cold 0.353 -0.509 0.384 
Sum of squares (eigenvalue) 3.250 2.827   
Contribution rate 18.05 15.70   
 
 
 
 
4．倉敷帆布のデザイン提案及び試作品 
倉敷帆布製品を購入・使用したことがあるかという質問に対して，「ある」と回答したのは，学生で
16.3％，会社員で 5.9％にとどまり，倉敷帆布店舗客の 51.4％と帆布製造従業員の 100％に比べると少数
であった。しかし，倉敷帆布を実際に使用し触れたことがある人々の満足度が非常に高いことから，よ
り多くの人に使用してもらうために，倉敷帆布製品の種類を増やし，購入しやすくすることが重要だと
考えられる。アンケート調査の結果から，赤，白，青色のシンプル(単純)な柄の帆布生地が求められてい
(b) Not purchase & not use (N=92) 
Factor loading Factor 1 Factor 2 Commonality 
luxury ⇔ cheap 0.699 -0.250 0.551 
fashionable ⇔ not fashionable 0.696 -0.126 0.501 
elegance ⇔ vulgarity 0.645 -0.048 0.418 
cute ⇔ not cute  0.636 -0.122 0.420 
comfortable ⇔ uncomfortable 0.569 0.232 0.377 
high quality ⇔ low quality  0.519 0.353 0.394 
warm ⇔ cold 0.518 0.303 0.360 
nature ⇔ artificial 0.149 0.614 0.399 
practical ⇔ not practical 0.142 0.544 0.316 
simple ⇔ complex 0.393 0.478 0.383 
sturdy ⇔ fragile 0.390 0.477 0.380 
Sum of squares (eigenvalue) 3.374 1.874   
Contribution rate  18.74 10.41   
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る一方，10～20歳代の若い女性には和風な柄に需要があることが分かった。また仮説の検証として帆布
のイメージの因子分析結果から購入・使用者は使用しているので品質の良さを実感していて，また未購
入・未使用者は使用していないのでイメージで判断していることが明らかになった。倉敷帆布の製品試
作にあたり，以下の 4要素をデザインに取り入れることにした。 
要素 a：赤，白，青を取り入れた配色 
要素 b：無地またはシンプル(単純)な柄，シンプルなデザイン 
要素 c：和風柄のアイテム 
要素 d：素材の品質の良さを生かす 
今回試作した倉敷帆布製品を Fig. 1-14に示す。(a)の帆布のリュックサック試作品では，要素 a，要素 b，
ならびに要素 dを取り入れた横幅 30cm，縦幅 33cm，マチ 14cmの大きさのシンプルなデザインで，外側
は紺色の無地を使用し，中側はコントラストを効かせ赤の生地を使用した。ふたは折り曲げただけの簡
単な形であるが内側にファスナーがついている。アクセントと収納を兼ねて正面にポケットを付けた。 
(b)のアイテムとして最も人気のあったカバンを試作するにあたっては，要素 a と要素 b を取り入れたデ
ザインとした。赤，白，青色の生地を繋ぎ合わせることでトリコロール柄を意識し，カジュアルなカバ
ンを製作した。丸みを持たせ，タックを入れることで，柔らかくふんわりとした印象を与えるデザイン
にした。横幅は 35cm で縦幅は 28cm，マチは 13cm と広くとることで容量を十分に確保し，カバンとし
ての機能も満たしている。(c)の帆布の帽子は要素aと要素b を取り入れた頭回り60cmの試作品である。
キャスケットにすることで倉敷帆布のイメージであるカジュアルさを引き立てた。また生地の厚さ 
ャスケットのボリューム感を増すことができた。飾りベルトの部分が厚く縫い付けることが難しかった
ため，布用ボンドで接着することで補った。(d)の帆布のかごの試作品については，要素 d を取り入れ，
底は丸くなっていて直径 30cm高さ 30cmの大きさのあるかごである。帆布の堅いはりのある布の特性を
生かしてオーガニックな雰囲気のかごを作成した。主な用途としては洗濯物入れやカフェなどのお店の
荷物入れなどが考えられる。帆布のランプシェードの試作品は要素 a，要素 b，ならびに要素 cの要素を
取り入れた。(e)の白のランプシェードは，すだれをモチーフに和風をイメージしている。一辺 12 cm の
生地を短冊状にしたものを高さ 18cm の四角柱の形に重ねていて，交互に重ねることでできた隙間が白
い生地に反射して光の漏れを作り出している。(f)の青のランプシェードは，底が一辺 11cmの正方形で高
さは 20cmの大きさで，帆布の生地に切り絵を施したものである。日本の工芸の一つである切り絵と倉敷
帆布を合わせることで和風をイメージした。本来平面である切り絵を立体として表現することで，光の
差し込みが柄となり，味わい深いものとなっている。また生地を青色にすることで，暗所で見た時，切
り絵の柄が際立つようになった。倉敷市児島は学生服の全国的なシェアを誇っており，(g)は帆布製の女
子学生服を試作した。倉敷児島は学生服生産のトップシェアを誇る産地であり，帆布も学生服に使用さ
れていたという歴史的背景から，地元のアパレル企業と協力して女学生の制服を現代風にデザインし，
製作した。成人女子 S サイズで，グレーを基調として落ちついたイメージの制服にした。実際には帆布
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の硬さが着用するには着心地があまり良くなく，生地の状態で洗って少し柔らかくしてから，縫製した。
実際の既製服の制服は肩幅が広めでその割に袖丈が普通なので，低学年生には肩幅が大きすぎ，成長に
ともなって身長に応じて手足も伸びると袖が短い状態になってしまう。一般衣服の低価格化に比べ制服
は高級品なので 3 年間着用する生徒も多い。この試作品は現代の女子学生の多様な体型に合わせた規格
外のサイズになっている。(h)のジャケットの試作品は，帆布のような堅い素材でも衣服のデザインのア
クセントとして生かすことができる試みとしてデザインし，製作した。ジャケットはボレロ丈で袖がデ
ザインのポイントなので少し長めで強調した。成人女子Mサイズで，要素 aと要素 bを取り入れた。赤，
白，青色の帆布生地で作った三角形を一つ一つ紐でつないでいる。帆布生地はかたいので隙間を開けて
紐でつなぎ合わせることで動きやすくした。襟部分をキルト生地にすることでレトロさを出した。(i)の
帆布のスリッパは女性用Mサイズで要素 bと要素 dを取り入れた試作品である。ストライプの柄の生地
を使用しカラフルな印象のシンプルなデザインとした。底に滑り止めを縫い付け，中綿を挟むことで履
き心地を良くした。擦り切れやすいスリッパは倉敷帆布の丈夫さを活かすのに適している。またスリッ
パとしては軽くてかさばらないので旅行用としての利便性もある。(j)は人気のアイテムであった横幅
25cm，縦幅 19cmの大きさのポーチである。要素 b，要素 cならびに要素 dを取り入れ，白と若草色を組
み合わせた幾何学模様で和風な雰囲気を出した。中は花柄の綿の裏地を付け使用するときに華やかさを
感じるように工夫した。 
今後，デザイン提案した試作品に対する同様な調査を行い，倉敷帆布のイメージに与える影響につい
て検証を行う予定であるが，試作品の使用感や感性を評価するためには，提供できる試作品数や使用期
間などの問題があり，本研究期間では検証をすることは困難であった。 
 
5．結論 
消費者と生産者を対象に倉敷帆布に関するアンケート調査を実施した結果，学生以外の認知度は 70%
以上に比べて，学生の認知度は 52.1％と低く，10～20 歳代の若者には比較的知られていないことが明ら
かになった。倉敷帆布店舗客は約半数の人が，帆布製造従業員にいたっては全ての人が倉敷帆布製品を
購入・使用したことがあると回答したが，学生と会社員では 16.3％と 5.9％に留まり，倉敷帆布店舗客や
帆布製造従業員に比べて少数であった。また，全体で見れば今後購入したいと考える人の割合が多いが，
属性ごとで見ると学生・会社員の割合は低いことが明らかになった。倉敷帆布のことを丈夫で品質が良
いと評価しているにもかかわらず今後購入したいと思うに至らない要因の一つとして，実物を実際に見
たことがあるか否かの差が考えられる。倉敷帆布及び倉敷帆布製品のデザインのイメージ，色，柄，人
気のある倉敷帆布製品について各属性で差は見られなかった。倉敷帆布は丈夫で品質が良いと思われて
おり，シンプルかつカジュアルであり自然なイメージであった。また色・柄のついては，赤，白，青色の
シンプルかつストライプ柄のような単純な柄の帆布生地が求められている一方で，10～20歳代の若い女
性には和風な柄に需要があることが明らかになった。多くの人が倉敷帆布の鞄やポーチを購入したいと 
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考えていて，倉敷帆布の丈夫さや品質の良さは鞄やポーチと相性が良いと考えられる。また倉敷帆布の
イメージの因子分析結果から購入・使用者は使用しているので品質の良さを実感していて，また未購入・
未使用者は使用していないのでイメージで判断していることが明らかになった。倉敷帆布を実際に使用
したことがある人々の満足度は高く，倉敷帆布の日本の産業や生活を支えてきた実績は製品に触れた
人々に十分に伝わっていると言える。しかし，服飾雑貨などはデザインが似た安価な海外製がすぐ作ら
れるために若い世代には伝統的で品質が良いといっても価格が高いと手に取ってもらえないのが現実で
(a) (c) 
(d) (e) (f) 
(g) (h) (i) 
(j) 
(b) 
Fig. 1-14 Products of canvas designed based on this research (a) rucksack, (b) tricolor bag, (c) cap, (d) basket, 
(e) white lampshade, (f) blue lampshade, (g) school uniform, (h) jacket, (i) slippers and (j) pouch 
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ある。これを打破するためには倉敷帆布製品ならではの特徴を考える必要があるとわかった。日本の伝
統的な職人技の良さを生かせる製品のデザイン提案が今後の課題である。 
 
6. 引用文献 
[1] 倉敷帆布 <http://kurashikihanpu.com>（2016） 
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[3] 株式会社タケヤリ <http://www.takeyari-tex.co.jp>（2016） 
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第 2 章 介護ユニフォームについての意識調査 
2－1. 医療介護福祉科の学生を対象に行った予備調査 
1 . 緒言 
現在の日本の介護において，介護士の人手不足は深刻である。日本政府も 10年間介護職を勤続したら
8 万円ほど昇給する政策を打ち出している。しかし，慢性的な介護に対する人手不足を改善するために
は，限定的な施策ではなく，介護環境の改善をも考慮した包括的な施策出なければならない。介護施設
の環境整備は勿論のこと，介護現場の改善と介護士のモチベーションを上げるためには，介護士のユニ
フォームをニーズに見合ったものに新しく変えることも効果的手段と考えられる。施設環境を整えるに
は膨大な費用が掛かるが，ユニフォームを新しくすることは，施設側にとって比較的費用の掛からない
改善方法の一つと言える。 
2000 年にも介護ユニフォームについて高齢者介護施設等でアンケート調査を行なったが[1-2]，17 年前
と現在では高齢者を取り巻く環境も激変しており，介護環境を整えることが日本社会おける喫緊の課題
である[3-4]。そこで，介護ユニフォームの商品開発のために高齢者介護施設で本調査に先立って，将来介
護を担う医療介護福祉科の学生を対象に予備的な意識調査を行い，介護ユニフォームに対する潜在的意
識に関する考察を行うことを研究目的とした。慢性的な介護士不足の改善に貢献できる提案を目指す。 
 
2. 調査方法 
調査の実施期間は 2017 年 7 月で，川崎医療短期大学の医療介護福祉科の学生 21 人を対象に質問紙集合
調査法によりアンケート調査を行った[5-7]。有効回収数は 19 で，回収率は 90％であった。質問項目は，
基本属性（年齢，性別），介護ユニフォームの満足度（5段階評価：とても満足・満足・普通・やや不満・
不満），介護ユニフォームに対するイメージ，適した色・柄・デザイン・機能・素材・品質である。 
 
3. 調査結果及び考察 
 基本属性として，男女の割合は女性 16人，男性 3人であり，年齢は 10歳代が 12人，20歳代が 6人，
50 歳代が 1 人であった。大半は 20 歳前後であるが，50 歳代の人は親の介護に携わり介護について専門
的に学び直したいと思い勉強しているとのことであった。 
 まず，現在使用している介護ユニフォームに満足しているかという質問に対して，デザイン，色，機
能性，着心地についてそれぞれ 5段階で評価してもらった。その結果をFig. 2-1～Fig. 2-4に示す。Fig. 2-
1のデザインの満足度では，満足が 42％と一番多かったが，不満が 16％，やや不満が 11％，普通が 21％
であり，全体の約半数は満足しておらず，より良いデザインを求めていることが分かった。Fig. 2-2は色
の満足度を示す。とても満足が 45％で，満足が 30％であり，色に関しては 75％が満足しているという結
果であった。Fig. 2-3は機能性の満足度を示す。機能性に関しても，とても満足が32％で，満足が 42％で
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あり，74％が満足しているという結果であった。色と同様に機能性についても満足度は高いことが分か
った。Fig. 2-4は着心地の満足度について示す。とても満足と満足がともに 39％であり，着心地に関して
は全体の 78%においてあまり不満感を持っていないと言える。Fig. 2-5は満足度の理由を示す。満足であ
る理由としては，使いやすいからが一番多く，不満である理由としては，一番多いのがデザインであり，
次に高価格が挙がっている。この結果より，機能性は満足しているが，デザインに満足してないという
ことが明らかになった。Fig. 2-6は着用したいと思う介護ユニフォームの色について示す。人気が高かっ
たのは，青や水色で，次に支持されたのは，白や黒の無彩色や黄色やオレンジ色のような黄色系であっ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 2-1 Design satisfaction 
Fig. 2-2 Color satisfaction 
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Fig. 2-3 Functional satisfaction 
Fig. 2-4 Comfort satisfaction 
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Fig. 2-5 Reasons for satisfaction 
Fig. 2-6 Desired care uniform colors 
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Fig. 2-7 Presence or absence of handle 
Fig. 2-8 Suited patterns for care uniforms 
Fig. 2-9 Presence of logo mark 
21%
68%
11%
Yes No Neither
0 5 10 15
Border
Check
Floral
Animal pattern
Japanese style pattern
Chinise style pattern
Flashy pattern
Colorful pattern
What kind of pattern is good if you put a pattern on the uniform
N
u
m
b
er
 o
f 
re
sp
o
n
se
s
Yes
32%
Neither
47%
No
21%
- 34 - 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た。青や水色は一般的であると考えられるし，白や黒も人気があるのは一般的であるが，黄色系も支持
があった。介護ユニフォームに柄があった方が良いかという問いに対する回答をFig. 2-7に示す。全体の
68％の人が，柄があった方が良いとは思わないと回答しており，柄はさほど重要視されていないことが
分かった。しかし，Fig. 2-8に示すように介護ユニフォームに合う柄としては，シンプルな柄への支持が
高く，シンプルな柄であれば受け入れられる可能性がある。Fig. 2-9にブランドロゴがついている方が良
いかという問いに対する回答を示す。ブランドロゴがついている方が良いと思わないが 47％であり，半
数程度はブランドロゴの必要性を感じていない。しかし，一方で 32％はあった方が良いと思っていて，
ブランド力が高ければロゴがある方が良いと思う人もいることが分かった。Fig. 2-10 に介護ユニフォー
ムに合うデザインイメージに関する問いの回答を示す。シンプルが圧倒的に多く，次にカジュアルや実
用的なデザインに支持があった。介護ユニフォームを選ぶ際にどのような要素を重視するかについて，
デザイン性，素材感，清潔感ならびに品質に分けて回答してもらった結果を Fig. 2-11 に示す。デザイン
に関しては，シンプルなものに対する人気が高く，素材感では肌触りが良いが１番で次に透けない素材
感であった。これは，夏期の暑さや労働による発汗のために肌触りが非常に重要であり，大事な要素だ
と言える。女性が多い職場で人と接する機会が多い仕事なので，下着が透けることに対する強い嫌悪感
があることは理解できる。また，清潔感についてはほとんどの人が重要と答えている。品質については，
高級感よりも優れた耐洗濯性が圧倒的に好まれており，より実質的な要素が求められていることがわか
った。Fig. 2-12 に介護ユニフォームにどのような機能を求めるのかという問いに対する回答を示す。胸
ポケットと脇ポケットの両方が付いているタイプに一番高い支持があり，生地に関しては吸水性や透け
防止が最も重要と考えられており，次に速乾性や通気性，消臭や防臭，毛玉防止なども必要な機能と考
えられている。消臭・防臭などは現代人らしい視点であると気付かされた。 
Fig. 2-10 Suited design images for care uniforms 
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アンケートで介護ユニフォームに関するその他の問題点や要望を記述してもらったところ，ズボンの
色や裾が広がっているのが嫌である，恰好悪い，野暮ったい，垢抜けない，サイズ感が良くないなどの
意見が挙げられた。医療介護福祉科の学生ならではの実務的かつ実務的な意見もあった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 2-11 Elements suitable for care uniforms 
Fig. 2-12 Functions required for care uniforms 
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4．結論 
高齢者介護施設に順番待ちでなかなかは入れないとか，慢性的な介護士の不足などに伴い介護士の労
働条件の過酷さが浮き彫りになってきている現在で，少しでも介護士の人が活き活きと仕事が出来る手
助けとなるような介護ユニフォームを提案するために医療介護福祉科の学生に意識調査を行った。その
結果，介護ユニフォームのデザインに対する満足度はあまり高くなく，色・機能性・着心地に関する満
足度は割と高かった。理由としては，良い理由は使いやすいが 1番多く，悪い理由はデザインであった。
人気の色は青色系で次に黒，白，黄色系であった。17年前の意識調査ではピンク色，水色，白などの淡
い色が好まれていたのとは変化してきている。柄はあまり必要であると思われてなく，イメージはシン
プルなものが良いと考えられている。介護ユニフォームに重要な要素としては，肌触りが良いや，透け
ない素材，清潔感，洗濯に強いが挙げられた。機能としてはポケットが必要とされ，生地には吸水性，透
け防止，速乾性，通気性，消臭，防臭，毛玉防止などが求められていることが明らかになった。 
 
5. 引用文献 
[1] 福村愛美，介護ユニフォームに関する考察とデザイン提案，月間福祉，10, 28-31（2001） 
[2] 田岡洋子，近藤信子，福村愛美，中川早苗，施設介護や居宅介護に携わる介護者のためのユニフォー
ム提案，財団法人日本ユニフォームセンター，47-54（2001） 
[3] 横溝優以子，介護の実態と課題：職場環境の改善に向けて，6-9（2019） 
<www.f.waseda.jp/k_okabe/semi-theses/12yuiko_yokomizo.pdf> 
[4] 公的介護保険制度の現状と将来の役割，旧保健局，厚生労働省，24（2018） 
[5] 石原茂和, 長町三生, 感性工学物語, 日本規格協会, 89-90（1995） 
[6] 井上勝雄，エクセルによる調査分析入門，海文堂出版,  55-76，（2010） 
[7] 井上勝雄，感性デザイン, NTS,  57-61, 99（2018） 
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2－2. 介護ユニフォームのデザイン改善のための意識調査 
1. 緒言  
近年，日本の社会構造は少子高齢化社会に向かって急速に変化している。この急速な構造変化
により，高齢者を取り巻く環境は悪化の一途をたどっており，介護施設の職場環境の改善が急務
となっている[1, 2]。日本の家族構造は，一昔前は 3 世帯で生活していたが今は核家族化が進んでい
る。その結果，介護を提供してきた花嫁，妻ならびに娘などから，介護施設に移った。しかし，介
護施設が慢性的に不足しているため，介護施設に入れないことは非常に深刻である。介護士が不
足する理由は，介護施設の仕事がきれいな仕事ではなく重労働であり，さらに賃金が比較的低い
ことである。これらために専門職としての介護士のイメージはあまり良くなく，高齢者介護の仕
事に就きたいと考える人は少ないのが現状である。介護の労働者が短期間で退社する傾向があり，
離職率が非常に高いといえる[3]。2000 年には，長期介護保険制度が導入され，それ以来，介護保
険制度の多くの改革が定期的に実施されてきた[4]。その結果，介護施設の資源が減少し，財政的資
源の圧迫をもたらした。介護福祉士は 2017 年から暫定的に国家試験を受けることが義務付けられ
ているが[5]，資格のない介護士と仕事の内容はほとんど変わらず，賃金も上昇しない。この状況を
変えるためには，介護施設の労働環境を改善することが大変重要である。 
介護士のユニフォームは，介護作業を肉体的および精神的に支援し，改善すべき労働環境の重
要な条件の 1 つである。しかし，介護士のユニフォームは介護士の要望に基づいてデザインされ
ているとは言えず，介護士の要望に応じた改善が求められている。さらに，ユニフォームのコス
トは他の条件に比べてそれほど高くないため，ユニフォームを新しくすることは，介護福祉士の
慢性的な不足を解決するための効果的な方法と考えられる。このような問題を解決する糸口を見
つけるために，前節では，介護の将来を担う医療介護福祉科の学生を対象に予備的な意識調査を
行い，介護ユニフォームに対する潜在的意識を把握した。その結果を受けて，介護現場で求めら
れる介護ユニフォームとはどのようなものかをより明確に把握することを目的とし，調査対象を
介護に実際に従事している介護士に意識調査を実施した。予備調査結果から介護現場を担う介護
士の予備軍の介護福祉科の学生の望む介護ユニフォームを踏まえて現場の介護士の理想の介護ユ
ニフォームとの相違も検討する。 
 
2. 調査方法 
理想的な介護ユニフォームを提案するために，デザインイメージ，色，柄，機能，素材ならび
に品質に焦点を当てて，介護ユニフォームに対する介護士の満足度に関するアンケート調査を実
施した[6, 7]。Fig.2-13 にアンケート用紙を示した。この調査では，デザインが意匠性よりも機能性
を重視しており，介護ユニフォームは意匠性に重点を置かれてこなかったために介護士が満足し
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ていないと調査仮説を立てた。 
2.1. 調査内容 
調査内容は基本属性，介護士の介護ユニフォームに対する満足度やデザインイメージ，適切な
色と柄および必要な生地機能である。 
・基本属性（年齢，性別，勤務形態） 
現在使用している介護ユニフォームの満足度（デザイン，色，機能性，着心地）：5 段階評価（と
ても満足，満足，普通，やや不満，不満） 
・介護ユニフォームに適した色と柄（複数回答） 
・介護ユニフォームに備えたい機能：生地（複数回答），ポケット 
・介護ユニフォームにとって重要であると思われるイメージ：5 段階評価（18 項目） 
 
2.2. 調査の日付，対象者，分析方法 
調査は 2017 年 11 月に実施した。調査は岡山県，広島県，鳥取県の介護士を対象としており，
有効回答は 160 人であった。回答は Excel VBA 分析ソフトウェアを用いて分析した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 2-13 Survey questionnaire 
介護ユニフォームについてのアンケート 
介護ユニフォームについて調査しています。お手数ですがアンケートにご協力お願いします。 
以下の質問にあてはまるものに○を記入してください。 
1．年齢  10 代  20 代  30 代  40 代  50 代  60 代  70 代以上 
2．性別  男  女  
3．職業  学生  正社員 派遣社員  アルバイト・パート   その他（                  ） 
（  自営業  公務員  主婦  定年退職  その他  ） 
4．現在使用している介護ユニフォームに満足していますか。5 段階で評価し、○を記入して下さい。 
とても満足   ・   満足    ・     普通   ・     やや不満   ・    不満    ★理由（以下より） 
①  デザイン                                                              （                 ） 
②  色                                                                    （                 ） 
③  機能性                                                                （                 ） 
④  着心地                                                                （                 ） 
★理由： a 品質が良いから  b 品質が悪いから  c デザインが良いから  d デザインが悪いから       
e 使いやすいから  f 使いにくいから  g 価格が高いから  h 丈夫だから  I 壊れやすいから           
j その他（                               ） 
5．あなたが着用したいと思う介護ユニフォームの色に○を記入して下さい。（複数回答可） 
  A 赤  b ピンク  c オレンジ  d 黄色  e 黄緑  f 緑  g 青  h 水色  I 紫 
J 黒  k 白  l グレー  m ブラウン n ベージュ  o 紺   ｐ その他（           ） 
6．介護ユニフォームに柄があったほうがいいと思いますか。 
   思う  ・ どちらともいえない    ・    思わない 
7．介護ユニフォームに柄をつけるならどのような柄が良いですか。 
当てはまるものに○を記入して下さい。（複数回答可） 
  A ボーダー  b ストライプ  c チェック  d 水玉  e 花柄  f 抽象柄  g アニマル柄  h 迷彩柄     
I 和風な柄  j 洋風な柄  k 中華風な柄  l 落ち着いた柄  m 派手な柄  n シンプルな柄         
o カラフルな柄  p その他（                               ） 
8．どのようなイメージの介護ユニフォームのデザインがいいと思いますか。 
当てはまるものに○を記入して下さい。（複数回答可） 
A カジュアル  b シンプル  c 自然  d 上品  e おしゃれ  f かわいい  g 派手  h 地味  
 I 実用的   j 和風  k その他（                   ） 
9．介護ユニフォームにブランドのロゴがついているほうが良いと思うか。 
  思う  ・  どちらともいえない  ・  思わない 
10．介護ユニフォームを自由に選べる場合 どのようなものを選びますか。○をつけてください。（複数回答可） 
① デザイン性（ シンプルなデザイン ・ 個性的・ スポーティー・ アットホーム ）  
② 素材感（ 肌触りがよい・さらっとしている・しっとりしている・よく伸びる・透けない ）  
③ 清潔感（ とても重要 ・ 重要 ・あまり気にならない ）  
④ 品質  （ 素材に高級感がある ・ 縫製がよい ・ 洗濯に強い ・お手入れが簡単 ） 
11．介護ユニフォームにどのような機能が欲しいと思いますか。○をつけてください。（複数回答可） 
① ポケット（ とにかくたくさん欲しい ・  胸ポケット+脇ポケット ・  胸ポケット  ・ 脇ポケット  ） 
② 生地 （ 吸汗性 ・ 速乾性 ・ 通気性 ・ 調温機能 ・ 制菌 ・ 消臭 ・ 防臭 ・ 防汚 ・ 撥水 ・ 軽量 PH
コントロール ・ 汗染み防止 ・ 毛玉防止 ・ 透け防止 ・ 静電気防止 ・ ストレッチ ・  軽量 ・ 冷感素
材 ・ UV カット） 
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3. 結果及び考察 
3.1. 基本属性 
 介護施設の労働者の基本的な属性を Table 2-1 に示した。属性は，年齢は 30〜50 歳代が 73％で，
性別は女性が 77％と多かった。雇用状況としては，正規雇用が 70％で非正規雇用が 25％であっ
た。 
10s 20s 30s 40s 50s 60s Over 70s Total 
1 
(0.6%) 
20 
(12.5%) 
41 
(25.6%) 
43 
(26.9%) 
33 
(20.6%) 
21 
(13.2%) 
1 
(0.6%) 
160 
(100%) 
 
 
Male Female Unidentified Total 
37 (23.1%) 121 (75.6%) 2(1.3%) 160 (100%) 
 
(c) Occupation type 
Regular 
employees 
Temporary 
employees 
Part-time  
job 
Housewife Other Unidentified Total 
111 (69.3%) 1 (0.6%) 39 (24.4%) 3 (1.9%) 3 (1.9%) 3 (1.9%) 160 (100%) 
 
 
3.2. 介護服の満足度 
業務の際に介護服を着用しているかどうかの質問に対する回答を Fig. 2-14 に示した。介護ユニ
フォームを着用している割合は全体の 71％であり，着用していない割合は 29％であった。介護ユ
ニフォームを着用している介護士は施設介護に従事し，介護ユニフォームを着ていない介護士は
主に在宅介護に従事していた。介護ユニフォームのデザインに対する満足度を Fig. 2-15 に示した。
デザインについて全体の 56％が「どちらでもない」と回答していて，介護ユニフォームを着用し
ている介護士の半数以上が介護ユニフォームにあまり満足していないことが分かった。介護ユニ
フォームの色に対する満足度は 55％が，機能性に対する満足度は 54％が，着心地は 55％が「どち
らでもないでもない」という回答であった。満足度について総合的にみて，現在着用されている
介護ユニフォームに対して半数以上があまり満足していないことが明らかになった。  
 
 
 
 
Table 2-1 Data attributes of this survey; numbers of valid respondent (%) of (a) age, (b) gender 
and (c) occupation type 
(a) Age 
(b) Gender 
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3.3. 介護服に適した色と柄 
介護ユニフォームに適した色を Fig.2-16～18 に示した。この質問は複数回答である。回答の総
数は 376 であった。人気のある色は濃いダーク色で，紺色，黒，青であった。2000 年に調査した
ときは，ピンク，白，水色などの淡い色が好まれていた[1]。介護ユニフォームの流行色はこの 20
年間で変化したといえる。Fig.2-19 は，介護ユニフォームの柄とブランドロゴの有無に関する質問
の回答を示している。介護ユニフォームに適した柄の集計結果を Fig. 2-20～21 に示した。この質
問に対する回答も複数回答であり，回答総数は 222 であった。シンプルで落ち着いた柄は，介護 
71%
29%
N=160
Yes No
Fig. 2-14 Respondents for “do you ware care uniform during your job?” 
8%
9%
6%
8%
17%
19%
14%
17%
56%
55%
54%
55%
10%
11%
20%
16%
9%
6%
6%
4%
 design
 colour
 functionality
 comfort
N=114
very satisfied satisfaction
normal somewhat dissatisfied
dissatisfaction
20 40 60 80 1000
(%)
Fig. 2-15 Respondents for satisfaction with care uniform; design, colour, functionality and comfort 
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Fig. 2-16 Favorite color of gender-specific care uniform 
0
5
10
15
20
25
10's - 20's 30's 40's 50's Over 60's
Fig. 2-17 Color preference of care uniforms by age 
0
5
10
15
20
25
30
35
Satisfaction Normal Dissatisfaction
Fig. 2-18 Cross tabulation of the color satisfaction of the care uniform currently worn and the favorite 
color of the care uniform 
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ユニフォームに適していると考えられていた。性別別の介護ユニフォームに適した色を Fig. 2-16
に示す。性別によって色の好みに顕著な差が見られなかったが，概して男性は黒，青，紺の人気
が高く，女性はこれらの色に加えてピンクも人気であり，女性ならではの好みと言える。 Fig. 2-
17は年齢別の介護ユニフォームの適した色を示す。それは 50代以上の男女比率の 93％が女性で，
女性の好みが強く反映されたからだと考えられる。黄色は，他の年齢よりも 60 歳代以上に好まれ
ていた。 逆に，20 歳代以下は，黒を多く選んでいた。紺色はすべての年齢層に好まれていたが，
50 歳代には特に人気があった。その結果，若い年齢層は黒や紺などの暗い色を好む傾向があり，
中高年はピンクや白の介護ユニフォームも好むことがわかった。Fig. 2-18 は，現在着用している
介護ユニフォームの色の満足度と介護ユニフォームの好きな色とのクロス集計を示す。満足して
いるグループは全体の傾向と似ていて紺，青，黒が介護ユニフォームに人気の色であった。紺色
は満足・不満足どちらでもない人に圧倒的に人気がありました。次に好ましい色は黒であった。
また他のグループでは人気がなかった紫が次に支持されていた。不満足のグループは色の好みが
分かれていて，決まった色のユニフォームをあまり着用したくないと思われる。 
Fig.2-19 は，介護ユニフォームに柄またはブランドロゴがあった方が良いかどうかという質問
の回答を示している。柄に関しては，回答者の 48％が不要と回答していた。ロゴに関しては，回
答者の 50％があった方が良いと回答していた。これらの結果は，介護ユニフォームをデザインす
るために，柄とロゴが必ずしも必要とされていないといえる。介護ユニフォームに適した柄の結
果を Fig.2-20～21 に示した。この質問に対する回答は複数回答で，回答総数は 222 だった。シン
プルで落ち着いた柄は，介護ユニフォームに適していると考えられていた。Fig. 2-20 は，介護ユ
ニフォームの柄があった方が良いかと好きな介護ユニフォームの柄のクロス集計を示す。シンプ
ルで落ち着いた柄がすべてのグループで最も人気のある柄だった。柄を好まないグループがあえ
て柄を選ぶとしたら，1 番目にシンプルな柄を，2 番目に落ち着いた柄を選んでいた。介護ユニフ
ォームに柄があるかどうかを気にしないグループも，柄がない方がいいと思うグループと同じ傾
向の好みであるが，他のグループよりもチェック柄を選択する比率が高い。柄を好まないグルー
プは，さまざまな柄を選択する傾向がある。Fig. 2-21 は，性別ごとの好きな介護ユニフォームの
柄のクロス集計を示している。男性については，単純な柄が 38.6％を占め，次に落ち着いた柄が
26.3％であった。多くの女性はシンプルで落ち着いた柄を好み，異なる柄を選択し，男性には好ま
れない花柄も選択されていた。 
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Yes
Neither
No
Border Stripes Check
Polka dot Floral Abstract pattern
Animal pattern Camouflage Japanese style pattern
Western pattern Chinese style pattern Calm pattern
Flashy pattern Simple pattern Colorful pattern
Other
13%
15%
39%
50%
48%
35%
Pattern
Logo
N=159
Yes Neither No
0 20 40 60 80 100
(%)
Fig. 2-19 Respondents for the question as to whether patterns and logos are required for care uniforms 
Fig. 2-20 Cross tabulation of whether it is better to have a pattern on the care uniforms and the pattern 
of the favorite care uniforms 
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3.4. 介護服に求められる機能と視点 
必要な生地の機能の結果を Fig.2-22 に示した。この質問に対する回答は複数回答で， 回答総数
は 933 であった。回答の総数が 933 という数が介護ユニフォームの生地の機能を改善する多くの
要因があることを表している。望ましい機能に関しては，通気性，速乾性，汗吸収の性能が多く
必要とされていた。介護士は重労働な仕事を提供するため，重要な機能として生地に汗吸収性が
必要とされる。ポケットに関しては Fig.2-23 に示すように，回答の 90％には胸ポケットとサイド
ポケットが必要で，39％が胸ポケットを必要とし，36％が胸ポケットとサイドポケットの両方を
必要とした。逆に，ポケットを必要としなかったのは 2% だけであった。その結果，介護者の介
護制服にはポケットが強く必要であることが明らかになった。 
Fig. 2-24 は，年齢別の清潔さの重要性を示している。すべての年齢層で，清潔さは非常に重要
である。30 歳代の少数の人があまり気にしていなかった。Fig. 2-25 は，必要な品質を年齢別に示
している。特に 40 歳代の人にとっては，「洗濯耐性」が最も必要であった。次は「手入れが簡単」
であるが，傾向は年齢に関係なく同じであった。Fig. 2-26 は，必要な素材感を年齢別に示してい
る。全体的に「良い肌触り」は最も必要とされる素材感であり，大部分は 50 歳代であった。次は
「透けない」であるが，これは主に 40 歳代であった。「よく伸びる」は主に 30 歳代が選んでい
た。「さらっとしている」は 30 歳代以上の人々に多く必要とされる素材感であった。介護ユニフ
ォームは「しっとり」の質感がいらないことがわかった。また女性の観点から，介護ユニフォー
ムは不透明であることが望まれていた。介護士は，介護ユニフォームの重要な視点として，清潔
さ，デザインのシンプルさ，手触りの良さ，そして手入れの容易さを強く求めていた。 
Male
Female
Border Stripes Check
Polka dot Floral Abstract pattern
Animal pattern Camouflage Japanese style pattern
Western pattern Chinese style pattern Calm pattern
Flashy pattern Simple pattern Colorful pattern
Other
0 20  40 60 80 100
(％)
Fig. 2-21 Favorite care uniform pattern by gender 
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Fig. 2-22 Respondents for desirable fabric functions 
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Fig. 2-23 Respondents for needs for pockets 
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Fig. 2-25 Qualities required for care uniform by age 
Fig. 2-24 Importance to cleanliness of care uniform by age 
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3.5. 介護服に適したデザインイメージと介護ユニフォームに重要な評価用語 
  Fig.2-27 は，年齢別の介護ユニフォームの好きなデザインの種類を示している。全体としてシン
プルなデザインが好まれていた。スポーティなデザインは 20 歳代以下の人たちの間でも人気があ
った。スポーティで家庭的なデザインは 30 歳代の人にシンプルなデザイン以外にも好まれた。40
歳代は特にシンプルなデザインが好んでいた。50 歳代以上の人も大半がシンプルなデザインを選
んでいた。若い世代はスポーティなデザインを好む傾向があり，中高年の人は落ち着いたシンプ
ルなデザインを好む傾向があると言える。Fig.2-28 は，現在使用している介護ユニフォームのデザ
イン満足度と適したデザインイメージとのクロス集計を示している。介護ユニフォームに適した
デザインイメージはシンプルなデザインイメージに人気があったが，やや不満なグループの割合
が高かった。実用的なデザインイメージは，不満なグループの割合が高かった。また，どちらで
もないグループは，他のグループでは選ばれない地味なイメージという選択肢もあった。 
Fig.2-29は介護ユニフォームにとって重要だと思うイメージを段階評価の SD法を使用し 5段階
で評価してもらったものをイメージプロフィールで表した。平均値が最も高い評価用語が「簡単
に洗える」，「実用的」，「汚れにくい」，「シンプル」，「爽やか」であった。好まれるデザイ
ンイメージと重要であると考えられるイメージはほぼ同じであるが，さらに「簡単に洗える」や
「汚れにくい」や「爽やか」などという清潔感に繋がることが高得点であった。 
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(N=160) 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 2-29 Image profile about evaluation terms required for care uniforms 
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Fig.2-30 は介護服の重要だと思われるイメージのイメージプロフィールであるが，傾向はほぼ
同じで特に(a)の制服の有無では差がみられなかった。(b)の男女別では「カジュアル⇔フォーマル」，
「おしゃれ⇔野暮」，「かわいい⇔かっこいい」など感性的な部分で男女の評価が分かれやすい項
目に差が見られた。(c)の年齢別では 20 歳代以下に多少の違いが見られ，「カジュアル⇔フォーマ
ル」，「派手⇔地味」，「上品⇔気取ってない」，「高級感がある⇔家庭的」の評価が 30 歳代以上と傾
向が異なっていた。これらの項目も共通点があり，若い世代は家庭的で気取っていない介護服が
ふさわしいと考えている。30 歳代では「かわいい⇔かっこいい」に他の年代と差が見られ，「かっ
こいい」ほうが介護服に向いていると考えている。40 歳代以上の傾向はほぼ同じ傾向を示してい
る。 
介護服に関して男女差や年齢によって多少の好みの差は見られたが，機能性などではほとんど
違いはなかった。介護服は実用的な素材の機能が重視されデザイン性はあまり重視されていない
と言える。その中でも男女別，年代別の好みを生かしたバリエーションのあるデザイン展開がで
きれば介護服の満足度も多少改善されるのではないかと考える。 
 
(c) 
N=160 
Fig. 2-30 Image profiles about evaluation terms required for care uniforms; (a) whether the nursing 
care facilities have care uniforms, analysed by (b) gender, and (c) age 
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3.6. 介護服に必要な評価項目の主成分分析と因子分析結果 
介護ユニフォームに重要な要素の 5 段階評価を主成分分析した結果を Fig. 2-31 及び Fig. 2-32
に散布図で表した。分析に用いたソフトはエクセル VBA 解析ソフトを使用した。介護ユニフォ
ームに重要な要素の主成分分析の散布図で第 1 主成分は「自然」、「温かみ」から『感性軸』、第 2
主成分は「品質」、「汚れやすさ」から『機能性軸』、第 3 主成分は「家庭的」「気取っていない」
から『実用性軸』と解釈した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 2-31 Scatter plot of principal component analysis of care uniforms image 
(first and second principal component) 
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介護ユニフォームに重要な要素の 5 段階評価を因子分析した結果を Table 2-2 にまとめた。バリ
マックス回転の抽出法は主因子法で回転後の因子分析結果を以下に述べる。相関行列の固有値の
因子 1 が 9.307 と突出して高く因子 2 で 1.783，因子 3 で 1.059，因子 4 以降は 1 以下であった。
この結果，因子 1 の要因が強いと言える寄与率は因子 1 で 25.93，因子 2 は 17.76，因子 3 は 17.94
であった。共通性は全ての項目で 0.4 以上と高い共通性を示している。累積寄与率は 61.63%であ
った。因子 1 の要素は「実用性」，「品質について」，「洗濯のしやすさ」の因子負荷量が高い
ので「実用性軸」と解釈し，因子 2 は「温かみ」，「自然」から「ナチュラル感軸」と解釈した。
因子 3 は「気取らない」，「家庭的」から「家庭的さ軸」と解釈する。介護ユニフォームで重要
な要素は実用的な品質や洗濯のしやすさであり，また介護される人にとっても家庭的な温かさを
必要としていると言える。 
 
 
 
 
Fig. 2-32 Scatter plot of principal component analysis of care uniforms image 
 (first and third principal component) 
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Table 2-2 Factor analysis of necessary elements of care uniforms 
Factor loading              （N=160） Factor 1 Factor 2 Factor 3 
 
Commonality 
practical ⇔ impractical 0.840 0.176 0.234 0.792 
high quality ⇔ low quality  0.818 0.140 0.283 0.769 
easily washable ⇔ hard washable  0.816 0.212 0.223 0.760 
stain-resistant ⇔ soilable  0.657 0.148 0.341 0.570 
simple ⇔ complex 0.609 0.399 0.028 0.531 
comfortable ⇔ uncomfortable 0.562 0.236 0.456 0.579 
soft ⇔ hard 0.556 0.314 0.262 0.477 
cold ⇔ warm 0.148 0.818 0.323 0.795 
artificial ⇔ natural 0.210 0.787 0.353 0.789 
traditional ⇔ innovative 0.324 0.669 0.195 0.591 
elegant⇔ unpretentious 0.259 0.338 0.680 0.644 
luxury ⇔ homey 0.240 0.393 0.661 0.649 
fashionable ⇔ not fashionable 0.381 0.278 0.641 0.633 
flashy ⇔ sober 0.214 0.493 0.606 0.656 
refreshing ⇔ not refreshing 0.499 0.105 0.527 0.537 
Sum of squares (eigenvalue) 
4.668 3.198 3.229 
 
Contribution rate 
25.93 17.76 17.94 
 
 
 
4. 結論 
調査結果から，介護ユニフォームのデザインに対する満足度は高くないことが明らかになった。 
介護服に適した色は，紺，黒ならびに青であった。 介護服に適した柄はシンプルで落ち着いた柄
である。 人気の介護ユニフォームのデザインのイメージは，シンプルで実用的なデザインである。
機能性としては， 通気性，速乾性，汗吸収性の生地が望まれている。 介護ユニフォームには清
潔さが望まれ，手触りが良く，洗濯に強いユニフォームが必要とされていた。イメージの因子分
析結果から，介護ユニフォームの重要な因子は，実用的な品質と洗濯の容易さであった。また被
介護者は家庭的な温かさを必要としていると思われる。介護ユニフォームに関して男女差や年齢
によって多少の好みの差は見られたが，必要な機能性などではほとんど違いはなかった。介護ユ
ニフォームは実用的な素材の機能や品質の良さが重視されデザイン性はあまり重視されていない
と言える。その中でも男女別，年代別の好みを生かしたバリエーションのあるデザイン展開がで
きれば，介護ユニフォームの満足度も多少改善されるのではないかと考える。 
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第 3 章 女子学生の体型に対する意識と着装行動に関する意識調査 
3－1. 女子学生の体型に対する意識と着装行動との関連 
1. 緒言 
近年，若い女性向けのファッション雑誌で＂体型カバーファッション 110 番"や"着こなしカバ
ーの原則”といったタイトルで，体型の悩み別に，着こなしのアドバイスや体型カバーのテクニッ
クを取りあげた特集がよく組まれている。エアロビクスやジャズダンスなどの文化教室や痩せる
下着のプーム，痩身，美顔をうたった美容サロンの盛況ぶりからもう窺えるように，健康志向や
スポーツ志向とも相まって自己の体型に対する意識が高まり，女性にとっては，よりスリムでよ
り美しいプロポーションになりたいといった願望が潜在的にあり，特に若い女性ではこの願望が
かなり強いと言える。しかし，スポーツや美容機器，ダイエット療法などによってプロポーショ
ンそのものをより美しくするということは，そう容易なことではなく，かなりの時間と努力を必
要とする。そこで，より手軽で効果的な方法として，衣服のデザインや着こなしを工夫すること
によって自己の体型の欠点をめだたなくさせる衣服による体型カバーに関心が向けられているの
ではないかと推察される。 
本研究では，このような体型の欠点をカバーし，長所を生かすような衣服のデザインや着こな
しを提案するために必要なデーターを得るために，現代の若い女性が自己の身体の各部位につい
てどのような悩みを持っているのか，どの程度満足しているのか， どのような体型を理想として
いるのか，体型の欠点をカバーし理想の体型に近づけるために衣服のデザインや着こなしでどの
様な工夫をしているのかなど，体型に対する意識と着装行動との関連を明らかにする。体型に対
する意識に関するこれまでの研究では，自己の体格と衣服寸法に関する意識との関連をみたもの
や自己の体型に対する評価と被服に対する満足度との関連を取り上げたもの，自己のからだつき
に対する意識と衣生活の選択傾向との関係について検討したもの，身体各部位のサイズに対する
意識と満足度との関連や肥り痩せ意識と衣服の選択行動との関連について検討したものなどが報
告されている[1-6]。しかし，衣服のデザインや着こなしを考えるうえで重要な自己の体型や体型の
欠点をカバーし理想の体型に近づけるために，衣服のデザインや着こなしでどのような工夫を行
っているかという着装行動との関連についての研究は報告されていない。 
 
2. 方法 
2.1. 予備調査 
本調査に先立ち，まず女子学生が自分の身体の各部位[7, 8]について，どのような悩みをもってい
るのか，悩みの箇所を目立たないようにするために衣服のデザインや着こなしでどのような工夫
をしているのかなどについて予備調査を行ない，本調査で必要かつ有効な調査項目を検討した。 
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1) 調査実施期日：1987 年 7 月 
2) 対象：満 19 歳～21 歳の女子学生 33 名 
3) 調査方法：集合調査法 
4) 調査項目：身体のサイズ（身長，体重，バスト，ウエスト，ヒップ），体型に対する悩みの有無，
理想とする体型，着装行動（自己の体型の欠点を目立たなくするために，衣服のデザインや着
こなしで工夫する行為） 
5) 結果：被調査者 33 名の身体のサイズの平均値を実測値（Martin 法により計測）別に Table 3-1
に示す。なお，実測値と記人値とのずれをみるために，それぞれについて相関係数（r）を求め
たところ，バスト 0.91，ウエスト 0.93，ヒップ 0.89 とかなり高い相関がみられた。よって，本
調査では記入値をもとにして考察を行っても問題ないと判断できる。 
 
Table 3-1 Correlation on body size 
 Entered value Measured value Correlation coefficient 
Bust 82.5cm 82.1cm 0.90 (r =0.00) 
Waist 68.4cm 62.4cm 0.93 (r =0.00) 
Hip 89.8cm 89.7cm 0.89 (r =0.00) 
 
2.2. 本調査 
1) 調査実施期日：1987 年 12 月 
2) 対象：女子大・女子短大に在学する 18 歳～25 歳の学生 350 名 
3) 調査方法：質問紙による配票留置法 
4) 回収状況：有効回収数 320，回収率 91.4% 
5) 調査項目：基本属性（所属大学，学部，学科，学年，年齢），身体サイズ（身長，体重，バスト，
ウエスト，ヒップ）， 身体の各部位に対する悩みの有無（45 項目），体型に対する満足度（4 項
目，5 段階評価），理想とする体型（24 項目，形容詞対で 5 段階評価），着装行動（46 項目，3 段
階評価） 
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Table 3-2 Basic attributes  
Educational institution 
College 37.3% 
University 62.7% 
Faculty 
Faculty of Home 
Economics 
Department of literature 
Faculty of Science 
50.7% 
35.2% 
14.1% 
Department 
Clothing Department 
Faculty of Home Economics 
Other than Faculty of Home 
Economics 
7.2% 
43.4% 
56.6% 
School grade 
First grade 
Second grade 
Third grade 
4th grade 
Graduate 
student 
55.4% 
26.7% 
7.6% 
8.6% 
1.7% 
Age 
18 years old 
19 years old 
20 years old 
21 years old 
22 years old 
23 ～ 25 years 
old 
10.9% 
45.0% 
23.7% 
6.9% 
8.4% 
3.1% 
 
Table 3-3 Composition ratio by body size 
Height 
144～152cm 
153～160cm 
161～172cm 
13.9% 
58.9% 
27.2% 
Body weight 
37～44kg 
45～49kg 
50～54kg 
55～59kg 
60～74kg 
14.4% 
34.1% 
32.8% 
13.7% 
5.1% 
Bust 
68～77cm 
78～80cm 
81～83cm 
84～86cm 
87～97cm 
7.0% 
36.0% 
21.6% 
21.2% 
13.8% 
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Waist 
54～58cm 
59～61cm 
62～64cm 
65～67cm 
68～73cm 
13.3% 
37.2% 
37.5% 
8.4% 
3.7% 
Hip 
72～83cm 
84～87cm 
88～91cm 
92～95cm 
96～108cm 
11.4% 
27.2% 
45.3% 
12.6% 
3.5% 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6)  分析方法 
① 単純集計 
調査データーを項目別に単純集計し，被調査者の基本属性や身体のサイズ，体型に対する意識
ならびに着装行動についての特徴を明らかにする。 
 
② クロス集計 
JIS の成人女子用衣料サイズ 規格を参考にバストのサイズおよびバスト，ヒップ，身長による
体型別の分類（サイズ規格）を行い，体型に対する悩みの有無や満足度，理想とする体型とのク
ロス集計を行い，2値および Cr 値をもとに相互の関連を明らかにする。つぎに，身体のサイズ
Fig. 3-1Classification by bust size 
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や体型に対する悩みの有無，体型に対する満足度と着装行動とのクロス集計を行い，同様に，2
値ならびに  Cr 値をもとに，相互の関連を明らかにする。 
 
③ 数量化 II 類による分析 
自己の体型に対して満足なグループと不満足なグループを外的基準に，身体のサイズと体型に
対する悩みの有無を説明要因として数量化 Il 類による分析を行い， 満足グループと不満足グル
ープを判別するのに寄与する要因を明らかにする。 
 
3. 結果及び考察 
3 .1. 単純集計結果 
調査対象者の基本属性を Table 3-2 に示す。年齢の構成比からも明らかなように，被調査者の
80%近くが 18 歳から 20 歳までの若い女性で占められている。被験者の身体のサイズ別構成比を
Table 3-3 に示す。なお，今回改正された JIS 衣料サイズ規格のデーターとして用いられた日本人
の体格調査報告書[7]の成人女子 16 歳から 29 歳までの平均値と比較してみると，JIS サイズでは身
長 156.0cmに対して本調査の平均値は 157.8 cm, バスト 81.3cmに対して 82.2cm, ウエスト 62.6cm
に対して 61.5 cm, ヒップ 88.2cm に対して 88.2cm とほぼ全国の平均値に近いことがわかる。被調
査者のバストのサイズを JIS 規格[8]に基づいて分類したものを Fig. 3-1 に示す。18 歳から 20 歳ま
での若い女性が大半を占めるためか標準よりやや小さめの 7 号サイズが 36%と最も多く，次いで
標準の 9 号サイズが 21.6%，11 号サイズが 21.2%でこの 3 つのサイズで 78.7%を占めている。同
様に JIS 規格に基づいて，バストのサイズと体型（Y 体型は体型よりヒップが 4cm 小さく，B 体
型は A 体型よりヒップが 4 cm 大きい），身長 （152 cm までを P，152 cm～160cm を R，160 cm
以上）をもとに分類（サイズ規格）したものを，Fig. 3-1 で構成比の高かった 7，9 ならびに 11 号
サイズについて Fig. 3-2 に示す。  
バスト 7 号サイズでは 7AR，9 号サイズでは 9AR，11 号サイズでは 11AR，11AT，11YT が最も
多く，これらの結果から被調査者は標準体型かやや細めの体型の女性が多いことがわかる。Fig. 3-
3 は，体型に対して悩みが有ると答えた者の割合を身体の各部位別に示したものである。全体的
なスタイルでは「太い」と答えたものが 49.8%と最も多く，次いで「背が低い」，「胴が長い」と答
えたものが多い。上半身では「バストが小さい」と答えたものが 38.6% と最も多く，次いで「腕
が太い」，「なで肩」と答えた者が半数以上を占め，下半身では「おなかが出ている」，「脚が太い」，
「太ももが太い」，「ウエストが太い」，「ヒップが大きい」などについて半数近くの者の悩みが有
ると答えている。顔については，「丸顔」という悩みが 33.5%と最も多く，次いで「頻が大きい」
という悩みが 27.9%と多い。その他に挙げられた悩みとしては，全体的なスタイルでは「アンバラ
ンス」，「ずん胴」，「骨太」などを，下半身では，「ふくらはぎが太いなどである。身体の悩みにつ
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いては，実際には太っていなくても太っていると意識している人が全体の半数を占め，下半身の
部分的な太さを特に気にしているようである。顔に関しても「大きい」とか「丸顔である」など
太いといった印象を与える顔の形は悩みとなるようだ。唯一の例外であるのがバストに関する悩
みで，この場合は小さい方が悩みとなり，若い女性にとって全体のシルエットについては細く見
せたいものの女らしい体型であることも望んでいることがわかる。Fig. 3-4 は体型に対する満足
度を表したものである。いずれの部位についても「少し気にいらない」，「気にいらない」を合わ
せると半数以下の者が満足しておらず特に下半身に対する不満が最も高くなっている。この結果
は，前述の結果を裏付けている。Fig. 3-5 は，それぞれの身体部位について理想とする体型につい
て段階評価の SD法を使用し 5段階評価をしてもらい，評定平均値をプロットしプロフィールを描
いたものである。このプロフィールから，理想とする身体をみてみると，やや A の方，つまり全
体にやや細く，背が高く，胴が短く，腕が細く，指が細く，ウエストが細く，ヒップがあがってお
り，おなかがへこんでおり，脚が細く，太ももが細く，足首が細く，脚が長く，顔か小さく，首が
細く，そして肌の色が白いことを理想としており，とくにウエストや脚，足首が細く脚が長いな
ど下半身についてより理想が高いことがわかる。  
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 Fig. 3-3 Presence or absence of physical troubles (multiple answers) 
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Fig. 3-4 Degree of satisfaction with the body 
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Fig. 3-5 Image profile of ideal body  
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Fig. 3-6 で身体の部位別にこれらの悩みを衣服のデザインや着こなしでカパーするために，どの
ような工夫をしているのか，ならびに着装行動を見てみると，全体的なスタイルについては，上
下の衣服の組み合わせ（87.8 %）や配色（89.9%）, 衣服の丈に気を配っている（64.6%）人が最も
多い。上半身については，小さいバストをカバーするためか，あまり身体にフィットしない素材
を選ぶと半数近い人が答えている。また，なで肩を悩みとして挙げた人が多かったためか， 肩パ
ットをつける（41.5%）と答えた人が多い。肩パットが流行しており，その影響もあると思われる。
下半身については，やはり悩みが最も多かっただけに，スカートの丈（85.2%）や形（83.6%），ウ
エスト（61.6%）や, ストッキングの色（75.7%）などに気を配っているものが多い。顔については
髪形（67.8%）や襟ぐり・形（54.4%）などに気を配っている。この結果からも，自己の体型につ
いての悩みを少しでも衣服のデザインや着こなしで目立たないようにしようと工夫している人が
多いことがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 3-6 Ratios for dressing behaviors 
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2 ＝66.44         p=0.00        Cr=0.49 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 ＝55.20         p=0.00        Cr=0.44 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 ＝44.60         p=0.00        Cr=0.40 
 
 Fig. 3-7 Cross-tabulation of bust sizes and physical worries 
0
12.5
25.7
57.4
71.7
81.2
83.3
100
87.5
74.3
42.6
28.3
18.8
16.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%
3
5
7
9
11
13
15
Overall obesity 
Yes  No
40
75
55.4
41
16.7
3.1
0
60
25
44.6
59
83.3
96.9
100
0% 20% 40% 60% 80% 100%
3
5
7
9
11
13
15
Bust is small 
Yes  No
18.8
29.7
55.7
58.3
75
100
100
81.2
70.3
44.3
41.7
25
0% 20% 40% 60% 80% 100%
3
5
7
9
11
13
15
Thick waist
Yes  No
C
la
ss
if
ic
at
io
n
 o
f 
b
u
st
 s
iz
e 
b
as
ed
 o
n
 J
IS
 s
ta
n
d
ar
d
  
C
la
ss
if
ic
at
io
n
 o
f 
b
u
st
 s
iz
e 
b
as
ed
 o
n
 J
IS
 s
ta
n
d
ar
d
  
C
la
ss
if
ic
at
io
n
 o
f 
b
u
st
 s
iz
e 
b
as
ed
 o
n
 J
IS
 s
ta
n
d
ar
d
  
 
 
69 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 ＝12.65        p<0.05        Cr=0.47 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 ＝18.84         p<0.01        Cr=0.56 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 ＝12.97         p<0.05        Cr=0.47 
 
 Fig. 3-8 Cross-tabulation of size standards and body type troubles  
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2 ＝49.02         p<0.01        Cr=0.21 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 ＝39.51         p<0.07        Cr=0.41 
 
 
 
 
 
3.2. クロス集計結果 
Fig. 3-7 にバストのサイズによる分類と体型に対する悩みの有無とのクロス集計結果を示した。
2値や Cr 値をみても明らかなように，バストのサイズが大きくなるほど「全体的に太い」，「ウ
エストが太い」という悩みを持っている者が多くなるのに対して，バストのサイズが小さい人に
バストが小さいという悩みをもつ人が多いことがわかる。Fig. 3-8 は，サイズ規格による分類（バ
Fig. 3-9 Cross-tabulation of bust sizes and body satisfactions 
Fig. 3-10 Cross-tabulation of size standards and body satisfactions 
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ストのサイズ 9 号）と体型に対する悩みの有無とのクロス集計結果を示したものである。標準体
型である 9 AR でも「全体的に太い」，「ヒップが大きい」，「足が太い」といった悩みを 70%以上の
人が持っており， Cr 値からも明らかなように，身体と体型に対する悩みの有無との間には高い
関連がみられた。Fig. 3-9 は，バストのサイズによる分類と体型に対する満足度とのクロス集計結
果を示したものである。いずれのサイズにおいても「満足している」と答えた人はほとんどなく
「まあ満足している」と答えた人が 5 号で 25%，3 号で 20%であり，バストのサイズが大きくな
る程「少し気にいらない」，「気にいらない」と答えた人が多くなっている。Fig. 3-10 は，同様にサ
イズ規格による分類とのクロス集計結果を示したものである。標準体型の 9AR よりも，細めで背
の高い 9YT に「まあ満足している」と答えた人が 50%，バストと身長が標準で細めの 9 YR に「普
通」と答えた人が 63.6%いるぐらいで他は満足度が低い。Fig. 3-11 は，体型に対する満足度の高い
グループ（総得点で 12 点以下）と低いグループ(13 点～20 点）別に理想とする身体の評定平均値
を求めプロフィールを描いたものである。グループ間の有意差をみるために T 検定を行った結果，
太ももが細い－太い，頻が小さい－大きい，首が細い－太いなどの項目において有意差がみられ，
不満足グループの方が満足グループよりもより太ももが細いとか，首が細い，顔が小さい方を理
想としていることがわかる。これらの項目以外でも不満足グループの方が満足グループよりも，
全体により細い方を理想としている。つまり不満足グループの方が，満足グループよりも理想が
より高いために不満足であると考えるのだといえる。Fig. 3-12 は，バストのサイズによる分類と
着装行動とのクロス集計結果である。一番小さいサイズ 3 号を除けばサイズが大きくなる程着装
行動に気をつかっている。これはバストのサイズが大きい人程体型の欠点を衣服で目立たないよ
うに工夫しているということであるが，一方小さい人にも同じような傾向があることが分かった。 
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Fig. 3-11 Cross-tabulation result of body satisfaction (by group) and ideal body 
 
 
 
73 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2＝14.05        p<0.5      Cr＝0.16 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 ＝14.05         p=0.00        Cr=0.25 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 ＝18.36        p<0.5     Cr＝0.31 
 
Fig. 3-12 Cross-tabulation of bust size and dressing behavior 
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2 ＝20.14        p=0.00     Cr＝0.25 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 ＝31.58        p=0.00     Cr＝0.32 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 ＝13.83        p=0.00     Cr＝0.21 
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2 ＝13.31        p=0.00     Cr＝0.20 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 ＝17.97        p=0.00     Cr＝0.24 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 3-13 Cross-tabulation of body type worries and wearing behaviors 
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2 ＝29.66        p=0.00     Cr＝0.22 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 ＝22.70        p=0.00     Cr＝0.19 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 3-14 Cross-tabulation of body satisfactions and wearing behaviors 
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Fig. 3-13 は，体型に対する悩みの有無と着装行動とのクロス集計結果を示したものであるが，い
ずれにおいても関連が高く，やはり悩みのある人の方が着装により気を配っている。Fig. 3-14 は，
体型に対する満足度と着装行動とのクロス集計結果を示したものであるが，満足度の低い人ほど
着装に気を使っている人が多い。 
 
3.3. 数量化 II 類による分析結果 
身体のどこのサイズが満足度を左右するのか，身体のどのような部位の悩みが体型の満足度を
左右するのかなどについて明らかにするために，体型に対する満足度の高いグループと低いグル
ープを外的基準に，身体のサイズと体型に対する悩みの有無を説明要因として数量化Ⅱ類による
分析を行い，判別の指標となる偏相関係数が 0.1 以下のものについて Table 3-4 に示した。この結
果から 2 つのグループを判別するのに寄与している要因をみてみると，脚の太さや顔の形，ヒッ
プやウエストのサイズ，おなかが出ている，手が大きい，ヒップが大きいなどについての悩みの 
 
Table 3-4 Results of quantification type II analysis 
Item Category(choice) Weight Partial correlation 
coefficient 
Height 114~152cm 
153~160 
161~172 
-0.79 
-0.06 
0.51 
 
0.08 
Waist 54~58cm 
59~61 
62~64 
65~67 
68~73 
5.58 
-0.02 
-0.04 
-0.04 
-0.44 
 
 
0.12 
Hip 72~83cm 
84~87 
88~91 
92~95 
96~108 
-0.24 
-0.31 
-0.03 
0.27 
0.31 
 
 
0.14 
Big hand Yes 
No 
0.45 
-0.08 
0.11 
Big hip Yes 
No 
-0.20 
0.20 
0.11 
Have a big belly Yes 
No 
-0.19 
0.24 
0.11 
Thick legs Yes 
No 
-0.37 
0.45 
0.21 
Round face Yes 
No 
-0.44 
0.22 
0.18 
Squared face Yes 
No 
-0.55 
0.08 
0.11 
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有無である。つまりヒップやウエストのサイズが大きいか小さいか，脚が太い，丸顔，ヒップが
大きい，おなかが出ているなどについての悩みが有るか無いかなどが，体型の満足度を大きく左
右しているといえる。Fig. 3-15 は，ケース得点のグループ別度数分布の累積百分率を示したもの
である。この図から 2 つのグループを判別するのに説明要因として用いた身体のサイズや体型に
対する悩みの有無をもとに 80%の判別的中率で判別できることがわかる。 
 
4. 結論 
女子学生の体型に対する意識と着装行動との関連について調査した結果，次の様なことが明ら
かになった。体型に対する悩みの有無では，女子学生の大半が標準体型かやや細めの体型である
にもかかわらず， 脚やウエスト，ヒップ，太ももなどが太いと悩んでいる人が多く，体型に対す
る満足度も低い。理想とする体型についてもよりスリムで美しいプロポーションを望む人が多く，
衣服で少しでも欠点をカバーし理想の体型に近づけるためにさまざまな配慮をしている人が多い。
身長やバスト，ウエスト，ヒップのサイズと体型に対する悩みの有無や満足度，着装行動などと
の間には高い関連がみられた。また，体型に対する満足度と理想とする体型，体型に対する悩み
 
Fig. 3-15 Cumulative percentage of case scores by group 
Case scores by group 
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の有無や満足度と着装行動との間にも高い関連かみられた。自己の体型に対して満足度が高いグ
ループと低いグループを判別する要因として，ヒップやウエストのサイズの大小，体型に対する
悩みが有るか無いか等が大きく寄与していることが明らかになった。 
 
5．引用文献 
[I] 山名信子，大志万八栄子，中野慎子，繊消誌，18，552 (1977) 
[2] 山名信子，大志万八栄子，中野慎子，繊消誌 18，557 (1977) 
[3] 神山進，牛田聡子， 枡出庸，繊消誌，28, 25 (1987) 
[4] 神山進，牛出聡子， 枡田庸，繊消誌，28，38 (1987) 
[5] 岡出宜子，日本家政学会誌，39，699 (1988) 
[6] 植竹桃子，日本家政学会誌，39，711 (1988) 
[7] 日本規格協会編，日本人の体格調査報告書 (1984) 
[8] JIS 衣料サイズ推進協議会編，女子用衣料のサイズシステム，13 (1987) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
80 
 
3－2．女子学生の体型に対する意識と衣服のコーディネイトとの関連性 
1.  緒言 
女性が自己のプロポーションをより美しく見せようとするのは，古今東西普遍的な事柄である。
その時代や場所によって理想とするプロポーションは各々異なるかもしれないが，プロポーショ
ンの美しさを追求しなかった時代はなかったと思う。特に現代では全ての面で豊かになり，自己
の体型に対する意識は大変高まっている[1-4]。若い女性は痩せたいという願望が強く，ダイエット
療法が次々と現れ，たいした成果が出なくても，廃れることがない。しかし，体型を簡単に変化
させることは困難なので，次に注目されるのは身体を被い隠す衣服である。衣服に関しては特別
努力を必要とせず，手軽で意外と効果的であると考えられる。前節 3－1 では，女子学生の体型に
対する意識と着装行動との関連について分析を行い，女子学生が下半身に対する悩みを多く持ち，
体型に対する満足度も低いということや，サイズと体型に対する悩みの有無や満足度，また，そ
れらと着装行動などとの間に強い関連性があることを明らかにすることができた[5]。本研究の目
的は，女子学生の好む衣服のシルエットやデザインの傾向を明らかにするとともに，体型に対す
る意識と衣服のコーディネイトとの関連について，調査をもとに明らかにすることである。 
 
2. 方法 
調査は，1987 年 12 月上旬に，近畿圏の女子大学，女子短大に在学する満 18 歳から 25 歳まで
の女子学生 350 人を対象に，Table 3-5～Table 3-8 に示す質問による配票留置法で行った。質問紙
では，衣服のシルエット（Fig.3-16）やデザインなど用語だけでは理解しにくい項目は，絵を参考
に回答してもらった。有効回収数は 320 で，回収率は 91.4%であった。調査項目は，基本属性，身
体サイズ，身体の各部位に対する悩みの有無（42 項目），体型に対する満足度（4 項目，5 段階評
価），理想とする体型（24 項目，形容詞対で 5 段階評価），着装行動（46 項目，3 段階評価），好き
な衣服のシルエット，季節別での好きな衣服のデザイン，ならびに好きな衣服の色や柄である。
分析方法として，まず初めに調査結果を項目別に単純集計し，好みの衣服のシルエット，デザイ
ン，丈，色ならびに柄を明らかにした。次に好みの衣服のシルエット，デザイン，丈，色，柄と号
数（バストによるサイズ），体型に対する悩みの有無，理想とする体型，体型に対する満足度など
とのクロス集計を行い，2値及び Cr 値をもとに相互の関連性を明らかにした。 
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Table 3-6 Survey items and evaluation contents (body satisfaction) 
Item 5 Graded evaluation 
About the overall style 
About the upper body 
About the lower body 
About face 
Is pleased 
Well satisfied 
Usually 
I do not like it 
A little dislike 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Table 3-5 Contents of survey items (whether there are any worries about each part of the body) 
About the overall style 
Thick 
Short 
Long torso 
Thin 
Tall 
Other 
About the upper body 
Small bust 
Wide shoulder 
Square shoulder 
Arms thick 
Big hand 
Big bust 
Narrow shoulders 
Dropping shoulder 
Small hands 
other 
About the lower body 
Thin waist 
Big hip 
Big belly 
Thick legs 
Thick thighs 
O leg 
Other 
Thick waist 
Small hip 
The hips are dripping 
Thin legs 
Big legs 
X leg 
About face 
Big face 
Thick neck 
Dark skin color 
Round face 
Other 
Small face 
Short neck 
Skin color is white 
Squared face 
Triangular face 
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Thin 
Tall 
Short torso 
Narrow shoulders 
Drooping shoulders 
Big bust 
Thin arms 
Thin fingers 
Small hands 
Thin waist 
Small hip 
Hip up 
Dented belly 
Thin legs 
X legs 
Thin thigh 
Thin ankle 
Feet small 
Long legs 
Small face 
Thin neck 
Long neck 
White skin color 
Long face 
 
Thick 
Low 
Long 
Wide 
Square shoulder 
Small 
Thick 
Thick 
Large 
Thick 
Large 
The hips are dripping 
Potbelly 
Thick 
O legs 
Thick 
Thick 
Large 
Short 
Large 
Thick 
Short 
Dark skin color 
Round face 
F
iv
e-
le
ve
l 
 
ev
al
u
at
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n
 
A
 s
id
e 
 
  S
o
m
ew
h
at
 A
 
  N
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  S
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 B
 
  B
 s
id
e 
Table 3-7 Survey items and evaluation contents (ideal body) 
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Number Question item Number Question item 
1 Wear clean silhouette clothes 24 Choose materials that don’t fit your body very 
well 
2 Avoid materials such as knits that show 
physique 
25 Correct with underwear 
3 Avoid flashy or large patterns 26 Choose clothes considering the sleeve shape 
4 Avoid swelling colors 27 Be careful with how you wear the sleeves 
5 Unify the same color throughout 28 Choose a discreet bust design 
6 Consider the effect of ornaments such as 
buttons 
29 Emphasize the chest with a high waist 
7 Correct your figure with underwear 30 Be careful of the length of the skirt 
8 Be careful of the combination of upper and 
lower clothes 
31 Be careful of the shape of the skirt 
9 Be careful of the upper and lower clothes 32 Do not wear clothes that have points on the 
lower body 
10 Be careful of the length of the upper and 
lower clothes 
33 Avoid tight skirts 
11 Consider the effect of overall clothing length 34 Waist tighten 
12 Wear princess line clothes well 35 Don’t wear pants 
13 I often wear one with an inverted triangle 
silhouette 
36 Culotte skirt is fragile 
14 Try to give a vertical impression 37 Wear a belt 
15 Wear a short upper body 38 Don’t wear stockings 
16 Consider the effect of belt width 39 Be careful of the color of the stockings 
17 Bring points to the top 40 Be careful with your shoe design 
18 Wear clothes with waistline switching 41 Be careful of the heel height of your shoes 
19 Wear high waist clothing  42 Be careful of neckline and shape 
20 Wear low waist clothing 43 Emphasize shoulder width 
21 Put on a shoulder pad 44 Use a color scheme with strong contrast 
22 Wear something that is not wide 45 Watch out for V zones on your neck 
23 Wear a costume that looks beautiful on your 
bust 
46 Be careful with your hairstyle 
Evaluation method 
Three stages：Yes ,Don’t think much ,No 
Table 3-8 Dressing behavior questions and evaluation methods  
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Fig. 3-16 Outline of clothes silhouettes [5,6] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Hour glass Slim line Princess Empire
X line Y line
Big lineShort boxy
Fit & flare A line
Trumpet
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3.  結果及び考察 
3.1. 単純集計結果 
Fig. 3-17 に示した衣服のシルエットに関しては，好きなシルエットと，細く見えると思われる
シルエットの傾向はよく似ており，プリンセス・シルエットやアワーグラス・シルエットなどタ
イト型のフィット性の高いデザインが好まれている。また，嫌いなシルエットと太く見えると思
われるシルエットも同じ傾向で，A ライン・シルエットやビッグ・シルエットなど，ゆとりの大
きなデザインが敬遠される。つまり，少しでも細く見えるデザインが一般的に好まれていること
が分かった。Fig. 3-18 に示した衣服のデザインに関しては，スーツ・ワンピースでは，春はこの
時期流行のシャネル・スーツ（45.1%）の人気が高く，入学式や入社式の影響もあると考えられる。
夏はやや大人っぽい体にフィットしたラップ・ドレス（29%）に人気があり，秋はアンサンブル・
スーツ（26.6%），冬はチュニック・スーツ（30.9%）が好まれている。全体的に落ち着いたシンプ
ルなものに人気があり，子供っぽいものや，ギャザーの多いかわいいデザインは嫌われている。
上衣では，春はシャツ・ブラウス（31.1%）が大変人気があり，夏はサマー・セーター（26.7%），
Fig. 3-17 Clothes silhouettes 
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T シャツ（18.2%） が好まれている。秋はシャツ・ブラウス（15.4%）に，プルオーバー ・セー
ター（12.9%），カーディガン（17.6%）が人気で，冬もプルオーバー ・セーター（30.1%）とフィ
ッシャマン・ニット（29.8%）などニット類に人気がある。上衣は，全般的にオーソドックスなデ
ザインが好まれている。スカート・パンツ類では，オールシーズンを通してタイト・スカートが ，
圧倒的に人気が高いという結果が得られた。流行の影響も強いと思われるが，やはりシンプルな
デザインを好む傾向がある。その他には，春と秋はプリーツ・スカート，夏はバミューダー・パ
ンツ，冬はシガレット・パンツも人気がある。季節に応じてパンツスタイルも好まれているとい
える。 
 Fig. 3-19 示したスカート丈の好みに関しては，ノーマル丈（35.1%）とミニ丈（34.5%）がほぼ
同程度に好まれている。これはこの時期タイトミニが流行していた影響が強いと考えられる。し
かし，実際に選んだ理由には，好きな丈である（40. 3%）とか，似合う丈である（31.4 %）と答え
たものが多かった。Fig. 3-20 の好きな衣服の色については，白（29. 2%）と黒（21.4%）が大変好
まれていて，次に，赤色系，紺色系，茶色系が好まれている。傾向としては，原色より無彩色が好
まれている。選んだ理由としては，好きな色（63.5%）と答えている人が多いという結果が得られ
た。Fig. 3-21 に示した好きな衣服の柄や柄の大きさに関しては，無地（44.2%）が大変好まれ，次
に格子柄（21.4%）に人気がある。柄の大きさも小柄の方が 72%と好まれる傾向が強かった。 
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 Fig. 3-18 Favorite clothes design  
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                                                                           Cr＝0.23 
                                                                           2 ＝24.86   
                                                                             p<0.3 
 
 
 
 
 
                                                                           Cr＝0.16 
                                                                           2 ＝16.33   
                                                                             p<0.7 
 
 
 
                                                                              
 
                                                                           Cr＝0.17 
                                                                           2 ＝13.95   
                                                                             p<0.7 
 
 
 
 
 
 
                                                                           Cr＝0.15 
                                                                           2 ＝15.29   
                                                                             p<0.7 
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Fig. 3-22 Cross-tabulation of results of size and silhouette of clothes  
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                                                                            Cr＝0.20 
                                                                            2 ＝23.92   
                                                                              p<0.4 
 
 
 
  
 
                                                                            Cr＝0.13 
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                                                                           Cr＝0.37 
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Fig. 3-25 Cross-tabulation of result of size and favorite clothes design 
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Fig. 3-26 Cross-tabulation of result of body shape concerns and favorite designs 
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3.2. クロス集計結果 
Fig. 3-22 は号数と衣服のシルエットの好みとのクロス集計結果を示したものである。2 値や 
Cr 値をみても明らかなように，好きなシルエットでは，7 号サイズの人がアワーグラス・シルエ
ット（11.8 %）を好んでいた。細く見えると思われるシルエットに関しては，11 号サイズの人が，
7 号と 9 号サイズの人に比べてスリム・シルエットを選んでいる比率が高いといえる。嫌いなシ
ルエットでは，9 号サイズの人はビッグ・シルエットを 35.8%と多く挙げている。太く見えると思
われるシルエットに関しては，11 号サイズの人が 7 号と 9 号サイズの人よりも A ライン・シルエ
ットを選ぶ比率が高く，9 号サイズの人は，7 号と 11 号サイズの人よりもエンパイア・シルエッ
トを太く見えると考えている傾向がある。Fig. 3-23 は理想とする体型と衣服のシルエットの好み
とのクロス集計結果を示したものである。好きなシルエットについて2 値からも明らかなように
身長の高さに関する理想では，どのような理想を持っていても，アワーグラス・シルエットを一
番好んでいる。細く見えると思われるシルエットでは，太い体型を理想とする人以外は，皆似た
傾向である。また，細く見えると思われるシルエットでも，太い体型を理想とする人以外は，ビ
ッグ・シルエットとエンパイア・シルエットを太く見えると考えている。嫌いなシルエットにつ
いては，全般的にビッグ・シルエットを特に嫌いと考えており，次に A ライン・シルエット，エ
ンパイア・シルエットを嫌いと考えている。Fig. 3-24 は体型に対する満足度と衣服のシルエット
の好みとのクロス集計結果を示したものである。好きなシルエットに関して体型の満足グループ
は，アワーグラス・シルエット（42.2%）を好み，体型の不満足グループは満足グループに比べて，
スリム・シルエット（29.9 %）を好む傾向にある。Fig. 3-25 は号数と好きな衣服のデザインとの
クロス集計結果を示したものである。2 値をみても明らかなようにスーツ・ワンピースでは 7 号
と 9 号サイズの人が，春には特にシャネル・スーツ（62.3%，62.5%）を好み，秋にはアンサンブ
ル・スーツ（38.5%，38.1%）を好む傾向にある。上衣の夏用は，すべてのサイズで比較的同傾向
にあり，スカート・パンツ類の冬ではサイズが大きい人程タイト・スカート（7 号が 32.9%，9 号
が 37.2%，11 号が 44.2%）を好むといえる。Fig. 3-26 は体型に対する悩みの有無と好きな衣服の
デザインとのクロス集計結果を示したものである。腕が太いという悩みを持っていない人の方が，
夏に好んでタンク・トップ（21.5%）を着ている事がわかる。顔に関する悩みでは，顔が大きいと
か，丸顔であるといった悩みを持つ人の方が，シャツ・ブラウス（49.3%，46 .8%）を好む傾向に
ある。悩みが多かった下半身とデザインの関係では，ヒップが大きいとか，おなかが出ていると
か，ふとももが太いなどの悩みを持っていない人の方がタイト・スカート（48.3%，44.4 %，39.8%）
を好んでいる。これは，タイト・スカートが体型をはっきり現しやすいことを示している。Fig. 3-
27 は着装行動と好きなテザインとのクロス集計結果を示したものである。すっきりしたシルエッ
トの衣服を着るように心がけている人は，テーラード・スーツ（27%）を好み，逆に心がけていな
い人は，チュニック・スーツ（50%）を好む。また，上下の衣服の組み合わせに気を配らないと答
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えた人の方が，ローウエスト・ワンピース（50%）を好む傾向にある。下半身の体型カバーとスカ
ート・パンツ類の夏のデザインとの関係については，スカートの形に気を配る人程タイト・スカ
ート（41. l %）を好み，気を配らない人程バーミュダー・パンツ(66.7%)を好むことがわかる。 
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Fig. 3-28 は号数と好きなスカート丈とのクロス集計結果を示したものである。サイズが大きい
人程ミニ丈を好んでいる。選んだ理由としては，サイズが大きい人程似合うからと答え，サイズ
が小さい人程好きだからと答えている。Fig. 3-29 は体型に対する悩みの有無と好きなスカート丈
とのクロス集計結果を示したものである。足が太いという悩みがある人は，ノーマル丈（39.7%）
を選び，悩みのない人はミニ丈（41.0 %）を好んでいる。これは足に自信のある人の方が，足をだ
しているといえる。ふとももが太いという悩みに関しては，悩みの有無によってスカート丈の好
みの違いはみられなかったが，これはミニ丈であろうがノーマル丈であろうが，ふとももは隠れ
るために関係ないことを示していると思われる。Fig. 3-30 は着装行動と好きなスカート丈とのク
ロス集計結果を示したものである。スカートの丈に気をつけると答えた人の方がミニ丈（35.9%）
を好み，気をつけない人の方が，ノーマル丈（44.4 %）を好むことがわかった。また，靴のヒール
の高さに気をつけない人程，ミィデ丈，ロング丈を好んでいるので，スカート丈が短い方が靴の
ヒールの高さまで気を配るようになるといえる。 
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Fig. 3-30 Cross-tabulation of result of dressing behavior and favorite skirt length 
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Fig. 3-31 は号数と好きな衣服の色（その理由）とのクロス集計結果を表したものである。全体
的に好きな色の傾向は同じであるが，7 号と 11 号サイズの人の好みが特に類似していて，白色，
黒色，茶色系の順に好んでいる。9 号サイズの人は，黒色，白色，茶色系の順で好んでいて，赤色
系（17.4%）や紺色系（15.2%）も 7 号と 11 号サイズの人よりも好んでいる。理由としてはサイズ
による違いはほとんどなく，単純に好きな色だからという回答が圧倒的に多く，次に似合う色だ
からという理由が多くあげられた。Fig. 3-32 は着装行動と好きな衣服の色とのクロス集計結果を
示したものである。すっきりしたシルエットの衣服を着るかどうかという着装行動の違いによっ
て，好きな衣服の色の違いはほとんどみられなかった。上下の配色に気を配るという着装行動と
の関係は，全体的には黒色と白色が好まれているが，気を配る人程白色を好む傾向にある。また
気を配らない人が，赤色系（44.4%）を好んでいて，気を配る人（12.4%）や，あまり考えない人
（7.5 %）に比べて比率が大変高く，配色をあまり気にしない人は，無難な無彩色を選ばず，赤色
系の様な派手な色を好む傾向にあると考えられる。また理想とする体型と好きな衣服の柄とのク
ロス集計結果では，背が高いという理想を持っている人の方が縦縞を好んでいることがわかる。
これは縦縞が背を高く見せる効果があるからだといえる。柄の大きさに関しては，背が高いとい
う理想を持っていない人の方が小さい柄を好む傾向にある。やはり大きく見せたくないという気 
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Fig. 3-31 Cross-tabulation of result of size, favorite clothing color and the reason  
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持ちが働いていると考えられる。着装行動と好きな衣服の柄とのクロス集計結果では，すっきり
したシルエットの衣服を着るように心がけている人の方が縦縞を好み，心がけていない人の方が
無地を好む傾向にある。 
 
4. 結論 
女子学生の体型に対する意識と衣服のコーディネイトとの関連性について調査した結果，次の
様なことが明らかになった。衣服のシルエットについては，細く見えるシルエットが好まれると
いう結果が得られ，細く見せたいという気持ちがあらわれていると考えられる。衣服のデザイン
に関しては，流行の影響が強いが，スーツ・ワンピースでは，シャネル・スーツやチュニック・ス
ーツなど落ち着いた シンプルなデザインに人気がある。上衣では，春，秋には，シャツ・ブラウ
スが好まれ，夏はサマー・セーター，冬はプルオーバー・セーターなどニット類も人気がある。
スカート・パンツ類ではどの季節でもタイト・スカートが好まれて着用されている。衣服の色や
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Fig. 3-32 Cross-tabulation of result of dressing behavior and favorite clothing color 
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柄に関しては，白や黒，無地など無彩色で，柄の目立たないものが好まれている。衣服のシルエ
ットやデザインと，サイズや身体の悩みの有無，理想とする身体，満足度，着装行動などとの関
連性は，それほど強くはなかった。しかし，個々に関して，サイズと衣服のシルエットとの関連
では，サイズの大きい人の方が，スリム・シルエットが細く見えると考えている。身体に対する
満足度と衣服の好みとの関連では，満足グループと不満足グループの区別であまり差がみられな
かった。これは身体に満足していてもしていなくても，好みのシルエットはあまり違いがないと
いえる。身体に対する悩みの有無と好きなデザインでは，悩みのない人の方が，タンクトップや
タイト・スカートなどを好んでいる。また身体に対する悩みの有無と好きなスカート丈では，足
が太いという悩みのある人の方が長めのスカート丈を好み，悩みのない人の方がミニ丈を好んで
いる。これは悩みのない人の方が体型を現しやすいデザインの衣服を好む傾向にあることがいえ
る。このように身体サイズや体型の悩みの有無や着装行動と，好きな衣服のシルエットやデザイ
ンなどとの間に関連性があることが明らかになった。 
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3－3. 若い女性の体型カバーファッションの意識と女性に対する意識 
1. 緒言 
女性の体型の理想像，つまり体型の流行は時代によって変化していて，体型の流行とファッシ
ョンは密接に関係していることがうかがえる。ルネサンス期の西洋では，ウエストを極端に細く
することが流行したが，日本の江戸時代では，ウエスト・バスト・ヒップに差のない体型が美女
の条件であった。このように，江戸時代の日本人が美しいと考えていた体型は，西洋人とはほと
んど逆のものであった。この体型の方が，和服が映える体型であるからである[1-4]。このことから
体型の流行とファッションは密接に関係していることがわかる。流行している体型が理想像であ
り，その理想像に大きな影響を与えるのが現代では雑誌やテレビやインターネットなどのマスメ
ディアである。その理想像に近づくことが女性にとって永遠のテーマになっていて，特に 10 歳代
後半から 20 歳代前半の女性は流行に敏感で，現代においては「痩身美」が基本的な価値観となっ
ている[5-6]。しかし，最近では体型の流行も多様化し，それに応じてファッションの流行も多様化
している。そこで女性たちが体型の流行を追う要因はどこにあるのかについて追求しようと考え
た。この章の目的は，現代の 10 歳代後半から 20 歳代前半の女性のファッションと体型の流行の
現状と問題点を調査分析し，多様化している体型の流行を表現する体型カバーファッションを考
察することである。 
本章では，女性のファッションと体型の流行の現状や問題点を文献及び若い女性向けファッシ
ョン誌の代表的な雑誌を分析対象としている。それをもとに意識調査を行い，その調査結果から
分析し，理想的な体型カバーのファッションを提案することが目的である。 
 
2．平成における女性の体型の流行 
2.1. 痩せすぎ女性への懸念 
 近年では，痩せすぎ女性への懸念が話題となっている。今まで女性は雑誌というマスメディア
からの情報で「痩身」なモデルに憧れを抱くことが多かった。さらに読者モデルという一般の女
性から選ばれたモデルも現れ，読者の女性は読者モデルに親近感をいだき，読者モデルのような
「痩身」なモデル体型になりたいと思う人もいた。その理想的と思われる体型を目指してダイエ
ットに励んだり，体型をカバーできるファッションを着用したりする人もいた。そのような女性
たちの需要があるため，多くの女性向けファッション誌は，流行のダイエット特集や体型カバー
ファッション特集を多く掲載していた。 
 また手足が長く，バスト・ウエスト・ヒップの凹凸がはっきりしている，西洋の女性に憧れを
抱く日本の女性も少なくなく，女性の美意識はさらに高まっている。しかし西洋の女性はこのよ
うな体型であっても身体にはある程度筋肉がついている健康的な体型に見えるが，日本の女性は，
筋肉があまりついておらず，ただ痩せて脂肪と共に筋肉も削ぎ落として細くなってしまっている
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ように見える。このように，近年は女性の痩身志向が高まり，過度なダイエットや拒食症などの
摂食障害に陥ってしまう女性も一定数いて問題であるといえる。 
 
2.2. ふくよかな体型の流行について 
2.2.1. 「ぷに子ブーム」について 
 現代女性は，長年にわたり健康的もしくはそれより細い体型の「痩身」が美しい体型だと認識
していて，肥満体型になること危惧している傾向にあった。しかし，最近では痩せすぎた女性よ
りも少しふくよかな女性が世間的に好まれるという「ぷに子ブーム」なるものも到来した。女性
向けファッション誌，「Can Cam」2013 年 7 月号[7]で「この夏，『ぷに子』がかわいい理由」という
特集を掲載し「ぷに子」という言葉が生まれた。同誌は読者層を広げようと同年 5 月号で，「ぷに
子」の着やせを取り上げたことが好評だったことをきっかけに７月号で特集した。「ぷに子」とは，
「触るとやわらかそうな女性らしい丸みのある体型で，ぷにっとした弾力肌を持つ女性」と定義
されている。同誌の特集は「どこまでなら『ぷに子』なのか？」を検証したもので，身長 155cm
の読者モデルの写真を「46kg」，「52kg」，「58kg」，「64kg」，「68kg」そして「75kg」の体重に見える
よう CG で加工した 6 パターンの女性の画像を男性 100 人に見せて OK か NG かの 2 択で回答を
募ったものであった。その結果，46kg は「痩せすぎ」で，52kg，58kg，64kg が「ぷに子」，68kg
以上は「太っている」という判定が下されたという。2013 年にでは，華奢すぎない女性らしさの
表れる体型も男性にも支持されたようだ。 
 
2.2.2. 「ぽっちゃりブーム」について 
「ぷに子」よりもさらにふくよかな「ぽっちゃり」と言われる女性に向けて，日本初のぽっち
ゃり女性向けファッション誌「la far fa」が 2013 年 3 月 21 日に創刊された。同誌は発売から 2 週
間で売上 8 万部を突破しており，新規雑誌の発行部数は 1 万～3 万部が相場といわれる中で，こ
の数字を見れば「ぽっちゃりブーム」の到来を予感させる。このことは，「ぷに子ブーム」と同様，
2012年までにはなかった風潮であり，ぽっちゃりな 女性を好む男性は一部だといわれているが，
同誌は体型カバー術も多く掲載しており，ぽっちゃりな 女性自身が自分の体型を受け入れ，体型
カバーを含めた自分なりのオシャレを楽しんでいるといえる。 
 
3. 雑誌「non-no」から読み解く女性の体型とファッション 
10 代後半から 20 代前半の女性向けファッション誌「non-no」[8]を分析対象とし，ファッション
と体型の流行の現状と問題点を把握した。 
3.1. 「non-no」について 
 女性ファッション誌「non-no」とは，集英社から発行されている，18 歳～25 歳の女性をターゲ
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ットにした女性ファッション雑誌である。ナチュラルな可愛さを追求する「ファッション＆ビュ
ーティー・エンターテイメントマガジン」として 1971 年 5 月に創刊されて以来，現在に至るまで
発行部数 41 万部と，ロングランの人気を誇っている。「non-no」の読者の年齢層と今回分析対象
とする年齢層が同じことと，ファッションや美について多方面から掲載していること，さらには
女性ファッション誌の老舗として歴史があることから意識調査の分析対象者にも多くの読者がい
るのではないかと考え，今回の分析対象雑誌とした。 
 
3.2. 「non-no」の体型カバーファッションやダイエットに関する変遷と分析
Table 3-9 の雑誌「non-no」の体型カバーファッションやダイエットに関する変遷は，「non- no」
の約４年間の体型カバーファッションやダイエットに関する変遷を分析し，表にまとめたもので
ある。対象期間は 2010 年 1 月から 2013 年 8 月で，横軸は世間の「痩せ」志向から「ぽっちゃり」
志向を表し，上段はその期間の「non-no」を春夏秋冬で分類し，「ファッションでの体型カバーに
ついての記事」を紫色，「エクササイズ法などのダイエットに関する記事」をオレンジ色，「食に
ついてのダイエットに関する記事」を黄色，「美容やメイクでの体型カバーについての記事」をピ
ンク色で表しており，下段はそれらに応じての世間の流行をまとめたものである。Table 3-9 を見
ると，体型カバーやダイエットについて「non-no」で最も多く特集されているのは夏で，これは夏
が 1 年を通して最も肌の露出の増える時期であるからだと考えられる。次に，2010 年から 2013 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Table 3-9 History of body cover fashion and diet in the magazine "non-no" 
 
 
Spring 
Autumn 
Summer 
Winter 
Maxi length dress 
Height 157cm or less fashion 
Resder model beauty method 
-3kg look slim 
A,I,X,Y silhouette 
Maxi length by height&all-in-one 
Exercise by part 
Sexy body makeup 
Diet rice recipe 
Fashion to overcome worries  
by height 
Women’s power UP body care 
Small face 3D makeup 
Small face hairstyle 
Pelvic diet 
Constriction diet 
Food combination diet 
Maxi length dress 
is fashionable 
2010 
Style up at West in 
Thin-looking A,I,X,Ysilhouette 
,Clothes with color scheme 
Person who has been transformed 
 into a diet 
Steven expression beautiful legs 
Small face with skull correction 
Reader model Cecil’s thin look 
Coordination solution for  
worries about short stature 
Hou to eat and lose weight 
Wearing a knit 
Underwear removes and swells  
Thin yet sexy KARA body 
 
Short height 155cm or less fashion 
Carbonic acid boom 
Thighs&shoulders fashion that 
 looks thin 
Thigh upper arm stomach diet 
Lymphatic massage 
Small face with pelvic correction 
Exercise diet 
Small face makeup 
Wearing a slim I,X,Y silhouette 
Prevention of spine lines  
Small face 
Wearing a slim I,X,Y silhouette 
How to wear by height 
Big date glasses are 
 in fashion 
Tanita cafeteria boom 
Chubby Boom 
“puniko” Boom 
Short,Tall when I wear 
 the same outerwear 
Beautiful legs shorts 
Short,Tall when I wear 
 the same clothes 
Sharp body fashion 
Black base pattern that looks thin 
Small face makeup 
Small face goods 
Complex resolution coordination 
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年を通して見てみると，2013 年は他の年と比較して，体型カバーファッションやダイエットの 
記事の中でも「食についてのダイエットに関する記事」があまり掲載されていないことから，2013
年に入り，世間の流行である「ぷに子ブーム」や「ぽっちゃりブーム」と比例して「non-no」でも
華奢すぎない女性らしさの表れる体型を推奨しているといえる。現代女性は長年，「痩身」が美し
い体型だと認識していたが，2013 年以降「痩せすぎ女性への懸念」が話題となり，「ぽっちゃりブ
ーム」なるものが到来した。これは「華奢すぎない女性らしさの表れる体型」も支持されるよう
になったといえる。 
 
4. ファッションと体型に関する意識調査 
4.1. 調査方法 
 調査の実施期間は 2013 年 7 月～8 月の期間で，今回は女性のファッションと体型について調査
するため，項目によっては男女共通質問もあるが，基本的には男女別の内容でアンケートを実施
した。女性用のアンケートは，18 歳～25 歳の大学生，高校生，社会人の合計 100 名を対象に質問
紙調査法により，「ファッションと体型に関する意識調査≪女性用≫」についてのアンケートを行
った。有効回収数は 77 票で，回収率は 77％である。男性用のアンケートは，18 歳～24 歳の倉敷
市立短期大学生，大学生，社会人の合計 50 名を対象に質問紙調査法により，「ファッションと体
型に関する意識調査≪男性用≫」についてのアンケートを行った。有効回収数は 34 票で回収率は
68％である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 3-33 Responses for “what part of the body do you want to do?” 
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4.2. 結果および考察 
4.2.1. 女性の体型について調査結果および考察 
「今の自分の体型に満足しているか」という問いで，「いいえ」と回答した女性が 94％に対し
て，「妻，彼女などの女性）の体型に満足かどうか」という問いでは，「はい」と回答した男性が
59％，「いいえ」と回答した男性が 12％ということから，女性が意識している程，男性はそれほど
女性に対して，不満を持っていないといえる。Fig. 3-33 男女に質問した「体型のどの部位をどう
したいか」では，女性は「太ももを細くしたい」が 64 人で最も多く，次に「ウエストを細くした
い」と「顔を小さくしたい」が 57 人など，全体的に今よりも華奢な体型になりたいと思う人数が
多い。これに対して，男性は「バストを大きくしたい」が 3 人で最も多く，前問の体型の満足度
と同様，女性と男性の価値観も同様に女性の体型カバーファッションを着用したい理由にはギャ
ップがあることが分かった。
 
Fig. 3-34 Responses for “why should you wear body cover fashion?” 
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4.2.2. 女性の体型カバーについての調査結果および考察 
「体型カバーファッションを着用したいか」という問いでは，「はい」と答えた女性が 88％で，
また，「女性（妻，彼女など）の体型カバーファッションに抵抗があるか」では「いいえ」と答え
た男性が 100％であったことから，女性はファッションで体型カバーしたいと思っており，男性は
女性の体型カバーファッションに理解があることが分かった。Fig. 3-34 の女性「体型カバーファ
ッションを着用したい理由」では，「自分のため」が 43 人で最も多いながらも，「コンプレックス
を隠したいから」が 41 人，「同性にスタイルを良く見られたいから」が 28 人，次に「異性にスタ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 3-35 Colors of clothes that can correct body shape 
Fig. 3-36 Patterns of clothes that can correct body shape 
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イル良く見られたいから」が 24 人ということから，同性や異性など，女性は周囲の目を気にして
体型をカバーしたいと思っていることがわかった。Fig. 3-35 は「体型カバーができる服の色」に
ついてで，「黒色」が女性 70 人，男性 22 人で，男女共に一番多く，次いで「紺色」が女性 48 人，
男性 5 人で男女共に支持が多かった。近似曲線を見ても男女同じような結果が出ており，全体的
に濃い色が上位だが，中でも膨張色といわれる「白色」が 4 番目に体型をカバーできるというの
は意外な結果だった。Fig. 3-36 の「体型カバーができる服の柄」についてでは，女性 56 人，男性
18 人で，男女共に「ストライプ」が一番多く，他の柄は近似曲線を見ても男女でばらつきがあっ
たが，次いで「無地」，「幾何学模様」，「花柄」が多いという結果が出た。このことから，縦ライン
が強調される柄が体型カバーに適していることがわかった。2 番目に「無地」が体型カバーできる
という結果も意外だったが，無難な柄としては「無地」は妥当である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 3-37 One-piece switching positions for efficient body cover 
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Fig. 3-37 の「体型カバーが効率よくできるワンピースの切り替えの位置」について，女性は「ハ
イウエスト」の切り替え位置が一番体型カバーできると回答していて，また「ローウエスト」の
切り替え位置が一番体型カバーできないと考えているという結果が出た。それに対して，男性は，
「プリンセスライン」の切り替えが 1 番体型カバーできると答えていて，「ローウエスト」の切り
替えは一番体型カバーができないと考えているという結果が出た。「プリンセスライン」の切り替
えが男女共に上位になったことと「ローウエスト」が最も体型カバーできないという結果は男女
共に同じだったが，女性は「ハイウエスト」が，一番体型のカバーができると回答していたのに
対して，男性は二番目に体型カバーができないという結果が出たことから，男女間ではワンピー
スの体型カバーに対して相違点がみられた。これは，ワンピースを普段着用するのが女性に限ら
れるものであることが要因ではないかと考えられる。体型カバーができるスカートのウエストの
切り替え位置では，男女共に「ハイウエスト」，「ノーマルウエストスカート」，「ローウエストス
カート」の順に体型カバーができるという結果が出ており，特に 2 番目以降の票と比較すると女
性の「ハイウエスト」の票はとても多く，やはりファッション雑誌などでもハイウエストがウエ
ストの体型カバーができるということが世間に浸透していることから，このような結果になった
と考えられる。体型カバーができるスカートの丈では，男女共に「ロングスカート」が最も体型
カバーができ，「ミニ丈スカート」が最も体型カバーができないという結果が出た。特に 2 番目以
降の票と比較すると「ロングスカート」の票は男女共とても多く，このことから，脚全体が隠れ
る「ロングスカート」が最も体型カバーに適しており，次いで左右非対称の「アシンメトリース
カート」や前後で丈の長さの違う「フィッシュテールスカート」が脚よりも特徴的なスカート自
Fig. 3-38 Skirt shapes that can cover the body 
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体に視線がいくことから，視覚的な錯覚で体型をカバーすることができると考えられる。Fig. 3-38
に示した「体型カバーができるスカートの形」では，近似曲線を見ても明らかなように，結果に
は男女間でかなりのばらつきがあった。しかしながら，その中でも「サーキュラースカート」，「テ
ィアードスカート」，「ギャザースカート」などのあまりタイトではなく，ふんわりとしたシルエ
ットのスカートに票が集まっていることから，やはり脚のシルエットがあまり強調されないスカ
ートが体型カバーに適していることがわかった。Fig. 3-39 に示した女性の「どんな時に一番体型
をカバーしたいか」では，「自分の結婚式」と回答した女性が 54 人で最も多く，やはり人生最大
の晴れ舞台ともいわれる結婚式には体型をカバーした美しい姿で見せたいと考えている女性が多
いと考えられる。次いで「異性とのデートの時」と回答した女性が 34 人，「パーティー」と回答
した女性が 31 人，「自分の披露宴」と回答した女性が 29 人，「同性と出かけるとき」と回答した
女性が 24 人ということから，女性は体型に関して人に見られる機会の多い時，そして同性よりも
異性を意識して，自分の体型をカバーし，美しく見られたいという意識があることが明らかにな
った。 
Fig. 3-40 に示した「美意識に関して知っている言葉」では，女性ファッション雑誌に載ってい
る美容やファッションに関するワードの認知度を調査し，特に女性にはかなりの認知度があった
ことから，今回意識調査を行った 10 代後半～20 代前半の女性は美に対して高い関心を持ってい
ることがわかった。そして，意外にも女性だけでなく 10 代後半～20 代前半の男性の認知度も高
いことがわかった。Fig. 3-41 は女性の「痩せたいと思ったことはあるか」についてでは，94％と
かなり高い割合で女性は痩せたいと思っていることに対して，男性の「女性（妻，彼女など）に
痩せてほしいと思ったことがあるか」では「はい」と回答した男性は 18％であったことから，女
性と男性には，やはり女性の体型に対して価値観のギャップがあることがわかった。 
 
4.2.3. 普段のファッションについて 
Fig. 3-42 に示した女性の「普段衣服を購入する時に重視する点」では，「デザイン」と回答した
女性が最も多く 75 人で，「体型カバーができるか」は 5 番目の 18 人であったことから，今回の調
査結果と比較すると，体型カバーをしたいという意識はあるものの，女性が普段衣服を購入する
際はそれほど体型カバーについて重視していないという結果が出た。Fig. 3-43 は普段のファッシ
ョンに体型カバーを取り入れるかについてであるが，女性は取り入れると回答した人は 44％で半
数もいなかった。また男性は取り入れると回答した人は 15％という少ない結果であった。これら
の結果から男女ともに普段のファッションで体型カバーファッションを着用している人は少ない
ことがわかった。意識調査の結果から，9 割近くの女性が体型カバーファッションを着用したい
と回答しているにもかかわらず，実際に着用しているのは 4 割程度だった。女性が体型の流行を
追う要因に男性を意識していることが含まれていたが，女性の「痩身美」へ対する根本的な憧れ
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は変化しておらず，それに対して男性は女性ほど痩身に魅力を感じていないことから，女性の体
型について男女間のギャップがあることがわかった。体型カバーファッションは取り入れること
が簡単にできる手段だが，意識調査の結果，実際に体型カバーファッションを行っている女性は
少なかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 3-39 Responses for “when do you want to cover your body shape most?” 
Fig. 3-40 Responses for “what words do you know about aesthetic sense?” 
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Fig. 3-41 Responses for “have you ever wanted to lose weight?” 
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5. 結論 
 女性の体型の流行は時代と共に変化しているが，特に 2013 年以降はただ細いだけでなく，「華
奢すぎない女性らしさの表れる体型」が流行となっており，その要因には痩せすぎ女性への懸念
が関係していた。意識調査の結果から女性が体型の流行を追う要因として男性を意識しているこ
とが含まれていたが，女性の「痩身美」へ対する根本的な憧れは変化しておらず，それに対して
男性は女性ほど痩身に魅力を感じていないことから，女性の体型について男女間のギャップがあ
ることが明らかになった。体型カバーは，誰もがファッションに取り入れることのできる手段だ
が，意識調査の結果，実際に体型カバーを行っている女性は少なかった。以上より，無理なダイ
エットをすることなく，理想的な体型カバーファッションのデザイン提案や衣服の製作が可能で
ある。 
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結言 
本研究は繊維製品及び衣服の消費者意識に基づいたデザイン提案のための潜在ニーズを探るこ
とが目的である。特に国産の繊維産業の盛んな岡山県倉敷市児島の制服や帆布に注目して第 1 章
と第 2 章は調査，分析し，考察した。第 3 章は衣服の購買意欲の旺盛な女子学生を対象に女子学
生が気になる自身の体型の悩みと体型カバーファッションとの関連性について考察した。 
第 1 章では，倉敷帆布を対象にして意識調査とデザイン提案を行った。消費者と生産者を対象
に倉敷帆布に関するアンケート調査を実施した結果，学生以外の認知度は 70%以上に比べて，学
生の認知度は 52.1％と低く，10～20 歳代の若者には比較的知られていないことが明らかになった。
倉敷帆布店舗客は約半数の人が，帆布製造従業員にいたっては全ての人が倉敷帆布製品を購入及
び使用したことがあると回答したが，学生と会社員では 16.3％と 5.9％に留まり，倉敷帆布店舗客
や帆布製造従業員に比べて少数であった。また，全体で見れば今後購入したいと考える人の割合
が多いが，属性ごとで見ると学生・会社員の割合は低いことが明らかになった。倉敷帆布のこと
を丈夫で品質が良いと評価しているにもかかわらず今後購入したいと思うに至らない要因の一つ
として，実物を実際に見たことがあるか否かの差が考えられる。倉敷帆布及び倉敷帆布製品のデ
ザインのイメージ，色，柄，人気のある倉敷帆布製品について各属性で差は見られなかった。倉
敷帆布は丈夫で品質が良いと思われており，シンプルかつカジュアルであり自然なイメージであ
った。色・柄のついては，赤，白，青色のシンプルかつストライプ柄のような単純な柄の帆布生
地が求められている一方で，10～20 歳代の若い女性には和風な柄に需要があることが明らかにな
った。多くの人が倉敷帆布の鞄やポーチを購入したいと考えていて，倉敷帆布の丈夫さや品質の
良さは鞄やポーチと相性が良いと考えられる。また倉敷帆布のイメージの因子分析結果から購入・
使用者は使用しているので品質の良さを実感して，また，未購入・未使用者は使用していないの
でイメージで判断していることが明らかになった。倉敷帆布を実際に使用したことがある人々の
満足度は高く，倉敷帆布の日本の産業や生活を支えてきた実績は製品に触れた人々に十分に伝わ
っていると言える。しかし，服飾雑貨などはデザインが似た安価な海外製がすぐ作られるために
若い世代には伝統的で品質が良いといっても価格が高いと手に取ってもらえないのが現実である。
これを打破するためには倉敷帆布製品ならではの特徴を考える必要があるとわかった。日本の伝
統的な職人技の良さを生かせる製品デザインの提案が今後の課題である。 
第 2 章の介護ユニフォームの意識調査の結果から，介護者のユニフォームのデザインに対する
満足度はあまり高くないことが明らかになった。介護服に適した色は，紺，黒，青であった。介
護服に適したパターンはシンプルで落ち着いたものであった。人気の介護ユニフォームのデザイ
ンのイメージは，シンプルで実用的なデザインであった。通気性，速乾性，汗吸収性の布地が望
まれていた。介護ユニフォームには清潔さが望まれ，手触りが良く，洗濯に強いユニフォームが
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必要であった。因子分析の結果から，介護ユニフォームの重要な因子は，実用的な品質と洗濯の
容易さであり，要介護者は家庭的な温かさを必要としているとも考えられる。これらの結果は，
どのような種類の介護ユニフォームが必要かを理解するのに非常に有益であった。分析結果に基
づいて，介護ユニフォームの改善は介護士を支援するだけでなく，介護環境を改善するための可
能性を提案した。 
第 3 章では女子学生の身体に対する意識と着装行動との関連について昭和 60 年代と平成 20 年
代でアンケート調査を実施した。その結果，以下のことが明らかになった。体型に対する悩みの
有無では，女子学生の大半が標準体型かやや細めの体型であるにもかかわらず，脚やウエスト，
ヒップ，太ももなどが太いと悩んでいる人が多く，体型に対する満足度も低い。理想とする体型
についてもよりスリムで美しいプロポーションを望む人が多く，衣服で少しでも欠点をカバーし
理想の体型に近づけるためにさまざまな配慮をしている人が多い。身長やバスト，ウエスト，ヒ
ップのサイズと体型に対する悩みの有無や満足度，着装行動などとの間には高い関連がみられた。
また，体型に対する満足度と理想とする体型，体型に対する悩みの有無や満足度と着装行動との
間にも高い関連がみられた。自己の体型に対して満足度が高いグループと低いグループを判別す
る要因として，ヒップやウエストのサイズの大小，体型に対する悩みが有るか無いか等が大きく
寄与していることが明らかになった。さらに，女子学生の体型に対する意識と衣服のコーディネ
イトとの関連性について分析した結果，次の様なことが明らかになった。衣服のシルエットにつ
いては，細く見えるシルエットが好まれるという結果が得られ，細く見せたいという気持ちの表
れであると考えられる。衣服のデザインに関しては，流行の影響が強いが，スーツ・ワンピース
では，シャネル・スーツやチュニック・スーツなど落ち着いたシンプルなデザインに高い人気が
あった。上衣では，春と秋には，シャツ・ブラウスが好まれ，夏はサマー・セーター，冬はプルオ
ーバー・セーターなどニット類も人気が高い。スカート・パンツ類ではどの季節でもタイト・ス
カートが好まれて着用されている。衣服の色や柄に関しては，白や黒，無地など無彩色で，柄の
目立たないものが好まれている。衣服のシルエットやデザインと，サイズや体型の悩みの有無，
理想とする身体，満足度，着装行動などとの関連性はそれほど強くはなかった 。しかし，サイズ
と衣服のシルエットとの関連においては，サイズの大きい人の方が，スリム・シルエットが細く
見えると考えている。体型に対する満足度と衣服の好みとの関連では，満足グループと不満足グ
ループ別であまり差がみられなかった。体型に満足していてもしていなくても好みのシルエット
はあまり違いがないといえる 。体型に対する悩みの有無と好きなデザ インでは，悩みのない人
の方がタンクトップやタイト・スカートなどを好んでいる。また，体型に対する悩みの有無と好
きなスカート丈では，足が太いという悩みのある人の方が長めのスカート丈を好み，悩みのない
人の方がミニ丈を好んでいる。これは悩みのない人の方が体型を現しやすいデザインの衣服を好
む傾向にあるといえる。このようにサイズや体型の悩みの有無や着装行動と，好きな衣服のシル
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エットやデザインなどとの間に関連性があることがわかった。女性の体型の流行は時代と共に変
化しているが，2013 年以降はただ細いだけではなく，「華奢すぎない女性らしさの表れる体型」が
流行となっていて，その要因には痩せすぎ女性への懸念が関係していた。また社会背景として 2011
年には東日本大震災があり、日本人の生活意識に大きな変化があったと言われているのも要因の
一つとも考えられる。意識調査の結果から女性が体型の流行を追う要因として男性を意識してい
ることが含まれていたが，女性の「痩身美」へ対する根本的な憧れは変化しておらず，それに対
して男性は女性ほど痩身に魅力を感じていないことから，女性の体型について男女間のギャップ
があることが明らかになった。体型カバーは，誰もがファッションに取り入れることのできる容
易な手段だが，意識調査の結果，実際に体型カバーを行っている女性は少なかった。これからは，
無理なダイエットをする前に，女性たちに体型カバーファッションが浸透するよう，今回の研究
の成果を，今後のより理想的な体型カバーファッションの研究や衣服製作に反映させたいと思う。 
 以上の本研究で実施した意識調査から，それぞれの衣服や繊維製品が使用される環境での機能
や性能だけではなく，潜在イメージを感性工学的に解析することで，最適なデザインを提案する
ことが可能であり，より高付加価値な衣服や繊維製品を提供することが可能となることを明らか
にすることができた。 
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